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"論"
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ブ
-
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九
年
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学
助
成
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定

中

村

睦

男

tま

め

じ

私
立
学
校
へ
の
国
庫
補
助
を
め
ぐ
る
「
学
校
問
題
」

Z
g田
広
O
ロ
m
g
E
R
)

門

1
〉
則
の
一
つ
の
局
面
と
し
て
、
第
二
次
世
界
大
戦
後
に
お
い
て
政
治
的
に
重
要
な
争
点
で
あ
っ
た
。
公
立
学
校
教
育
の
非
宗
教
化
は
、
ま
ず
初

等
教
育
に
つ
い
て
一
八
八
二
年
三
月
二
八
日
法
に
よ
っ
て
教
育
課
程
か
ら
宗
教
教
育
が
排
除
さ
れ
た
。
つ
い
で
、
一
八
八
六
年
一

O
月
三

O

は
、
国
家
の
非
宗
教
性
ハ

E
n志
)
な
い
し
政
教
分
離
の
原

日
法
は
、
初
等
教
育
の
職
員
の
非
宗
教
化
を
定
め
て
い
る
。
さ
ら
に
、

一
九

O
五
年
一
二
月
九
日
の
政
教
分
離
法
は
、

「
共
和
国
は
、

な
る
宗
教
も
、
こ
れ
を
承
認
せ
ず
、
給
与
を
与
え
ず
、
ま
た
、
補
助
金
を
与
え
な
い
」
(
二
条
)
と
規
定
し
て
、
国
家
の
非
宗
教
性
の
原
則
を

か
つ
維
持
さ
れ
る
」
公
立
小
学

明
ら
か
に
し
た
。
私
立
小
学
校
へ
の
補
助
に
つ
い
て
は
、

「
園
、
県
お
よ
び
市
町
村
に
よ
っ
て
設
立
さ
れ
、

校
と
、

「
個
人
ま
た
は
社
団
に
よ
っ
て
設
立
さ
れ
、
か
つ
維
持
さ
れ
る
」
私
立
小
学
校
の
二
つ
の
カ
テ
ゴ
リ
ー
の
小
学
校
の
み
を
規
定
し
た

一
八
八
六
年
一

O
月
三

O
日
法
二
条
の
規
定
を
厳
格
に
解
釈
し
て
、

コ
ン
セ
イ
ユ
・
デ
タ
の
判
例
は
私
立
小
学
校
へ
の
補
助
金
の
賦
与
を
達

し、

カミ
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説

〈

2
V

法
と
し
て
い
た
。
こ
れ
に
対
し
て
、
中
等
、
高
等
ま
た
は
技
術
学
校
へ
の
補
助
は
適
法
と
解
さ
れ
て
い
た
。

論

ヴ
ィ
シ

i
政
府
下
の
一
九
四
一
年
一
一
月
二
日
法
は
私
立
小
学
校
へ
の
補
助
を
認
め
た
が
、
本
土
解
放
後
の
一
九
四
五
年
四
月
一
七
日
の

オ
ル
ド
ナ
ン
ス
が
一
九
四
一
年
法
を
廃
止
し
た
。
第
四
共
和
制
に
な
っ
て
か
ら
、
「
フ
ラ
ン
ス
は
、
不
可
分
の
、
非

一
九
四
六
年
憲
法
は
、

る
。
し
か
し
他
方
、

か
つ
非
宗
教
的
な
公
教
育
の
組

(
前
文
)
と
規
定
し
て
、
国
家
お
よ
び
公
教
育
の
非
宗
教
性
を
憲
法
上
の
原
則
と
し
て
明
ら
か
に
し
て
い

一
九
五
一
年
九
月
二
一
日
の
マ
リ
1
法
(
互
富
田
ユ
与
は
、
中
等
教
育
に
お
け
る
国
家
給
費
生
を
私
立
学
校
の
生
徒
に

宗
教
的
、
民
主
的
、
か
つ
社
会
的
な
共
和
国
で
あ
る
」

「
す
べ
て
の
段
階
に
お
い
て
、

無
償
、

(
一
条
)
、

織
化
は
、
国
家
の
義
務
で
あ
る
」

も
拡
大
し
、
さ
ら
に
、

一
九
五
一
年
九
月
二
八
日
の
。
ハ
ラ
ン
ジ
ェ
法

Q
S
四
月
曲
目
抵
)
は
、
小
学
校
に
通
学
す
る
児
童
数
に
応
じ
て
私
立
学

校
の
場
合
に
は
父
母
団
体
に
補
助
金
を
支
払
い
、
そ
の
補
助
金
が
教
員
の
給
与
の
改
善
に
あ
て
ら
れ
る
も
の
で
あ
る
。

一
九
五
八
年
の
第
五
共
和
制
憲
法
は
、
「
フ
ラ
ン
ス
は
、
不
可
分
の
、
非
宗
教
的
、
民
主
的
、
か
つ
社
会
的
な
共
和
国
で
あ
る
0

フ
ラ
ン

ス
は
、
出
生
、
人
種
ま
た
は
宗
教
の
差
別
な
く
、
す
べ
て
の
市
民
に
対
し
法
律
の
前
の
平
等
を
保
障
す
る
。
フ
ラ
ン
ス
は
す
べ
て
の
信
条
を

尊
重
す
る
」

一
九
五
九
年
二
一
月
三
一
臼
の
い
わ
ゆ
る
ド
ブ
レ
法

G
2
U
S芯
)
は
、
私
立
学
校
へ
の
国
庫

(
二
条
〉
と
規
定
し
て
い
る
。

補
助
の
基
本
原
則
と
形
態
を
定
め
、

「
学
校
問
題
」
に
一
応
の
決
着
を
与
え
た
重
要
な
法
律
で
あ
る
。
本
稿
は
、
こ
の
法
律
の
立
法
過
程
を

フ
ラ
ン
ス
の
立
法
過
程
の
事
例
と
し
て
は
、
国
民
を
二
分
す
る
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
的
対
立
が

あ
る
問
題
に
つ
い
て
、
ド
プ
レ
首
相
の
リ
ー
ダ
ー
・
シ
ッ
プ
の
下
で
、
第
五
共
和
制
憲
法
の
「
合
理
化
さ
れ
た
議
会
制
」
の
一
具
体
化
で
あ

円

4
)

ハ

sv

る
一
括
投
票

(
4
0
g
E
o
宮
⑦
を
利
用
し
て
、
法
案
提
出
後
、
わ
ず
か
二
週
間
で
成
立
し
た
と
こ
ろ
に
特
色
が
あ
る
。

解
明
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
本
法
律
は
、

(

1

)

フ
ラ
ン
ス
法
に
お
け
る
ラ
イ
シ
テ
な
い
し
政
教
分
離
の
原
則
に
関
す
る
一
般
的
文
献
と
し
て
、
』
・
∞
・
斗
吋
O
S
σ
2・
「
田
口
O昨日0
ロ品目

F
E広
島
田
ロ
印

広
島
円
O広
品
目
コ
凶
関
口
回
目
口
回
同
ro--A己
目
立
色
白
コ
凶
門
主
『
品
目
》
戸
回
目
】
-
5
巳
P

F
・の・

0
・H
-
H
U
由
H
U

の開口同『白内回目

ω口目。ロ円何回司
O
E
Z己
目
的
仏
刊
コ
ロ
回
片
山
門
巴
同

内向

W
Z向日刊曲」ロユ岳』ロ開白血刊
Z
W
P
F
田
-
E
R
t
A
山-MVC-吋
-w

回目出品目
C
L
-

河
可
。
吋
口
、
「
白
ロ
D
Z
O
ロ」ロコ金心何回目
L
R
H
}
包
立
志
、
ロ
と
-
O
N
H
m
w
品川
w
、
。
『
『
O

ロ5
E
P
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フランス1959年私学助成法の制定

日yHω
ア
宮
沢
俊
義
「
ラ
イ
シ
テ
〈
百
口
志
)
の
成
立
」
向
・
憲
法
論
集
(
一
九
七
八
)
一
ニ
三
六
頁
、
伊
藤
道
学
「
フ
ラ
ン
ス
政
教
分
離
の
研
究
」
比

較
法
制
研
究
二
号
(
一
九
七
七
)
一
頁
、
林
寿
二
「
フ
ラ
ン
ス
の
政
教
分
離
法
に
つ
い
て
」
国
学
院
法
学
一
七
巻
三
号
(
一
九
七
九
)
四
五
頁
、
浜
田

豊
「
フ
ラ
ン
ス
に
お
け
る
政
教
分
離
原
則
の
成
立
」
明
治
大
学
大
学
院
紀
要
一
七
集
ハ
一
九
七
九
〉
一
四
九
頁
。

(

2

)

の
・
開
-
N
O
ぽ
司
-
H∞
由
ゲ
∞
-
H∞由
ω・ω-MA肝
心
凶
町
内
恥
〈
・

H由
N∞
"
ω
-
H
U
N∞
-WHDω

由同
n-

(

3

)

の
・
開
・
也
品
A

山口・回申
ω∞・

ω
-
H由同由
-
u
・ω∞・

(

4

)

一
括
投
票
と
は
、
政
府
の
要
求
に
よ
り
、
政
府
が
提
出
し
、
ま
た
は
受
諾
し
た
修
正
案
の
み
を
加
え
た
法
律
案
を
議
会
が
一
回
の
表
決
に
よ
っ
て
議

決
す
る
こ
と
を
い
う
(
憲
法
四
四
条
三
項
)
。

(
5
〉
フ
ラ
ン
ス
の
立
法
手
続
に
つ
い
て
は
、
中
村
陸
男
「
フ
ラ
ン
ス
」
比
較
立
法
過
程
研
究
会
編
・
議
会
に
お
け
る
立
法
過
程
の
比
較
法
的
研
究
(
一
九

入

O
)
一
四
九
頁
。

一
九
五
九
年
法
の
立
法
の
経
過
に
つ
い
て
は
、
〉
ロ
ロ
冊
。
。
三
円
Oグ
F
曲
-o{
印

g

E
門町内同四円
H
h
n
m
B
σ
B
E
g
-
H
P同グ
ω
・同
Y
Z
8・日凶
ω
m
N
u
v
-〉ロロ品。

旬。ロ仲
E
g
g
s
-
H
}
-
H
h
p
吉
田
正
晴
「
フ
ラ
ン
ス
に
お
け
る
国
家
と
教
育
」
レ
フ
ァ
レ
ン
ス
一
一
一
号
(
一
九
六

O
)
一
二
三
頁
。

一
九
五
九
年
法
の
一
般
的
研
究
と
し
て
は
、
出
向
田
虫
色
。
即
σリア

F
g
ロ
2
4
0
2
H
S
3
0同
神
田
品
開
】
品
川
S
H
O
H
円四
o
r
g
a岡
田
町
田
和
三
宮
山
ι

界

各伊田
0・司
O
F
Z
o
a
-
H由白
N
u
z
-
n
o
F
司
Oロ
S
Z中
の
白
『
ロ
芯
F
同ヘ曲目)官民
n田
E
oロ門
-
o
z
-。
山
内
古

ω
H
ι
A山口四一
B
r
H
O
H由印川町田
E
H
-
-
g
g司
唱

0
2白血ロ円円相

コ
伴
氏
巳

-m印

b
g
E
Z曲冊目白
HH神
田
向
。
ロ
∞
色
向
田
冊
目
。
ロ
仲
間
】
円
Z
b・
岳
和
田
町
・

H
U
R
2・同由自由
U

』
g
ロ・〉
B
R円
山
富
自
身
o
p
F
g
g
苫
D司
骨
白
骨
E
S

--V白押開門】
dwD白
色
伺
ロ
由
自
由
ロ
仲
買
ZAY
〉口口
m
w
-
2
ι
o
E
司白
nHH】片品会
w
O】守O
X
色
白
↓
oロ】
DE曲目・

F
H
-
H
U
E
-
』担口』
E
g
m
o
r
o『F
F担
】
白
山
口
or広

(ωH

向日
hn-HU印
由
)
白
ロ
円
]
曲
師
『
恒
官
官
O円仲田町口同円。

-4NS仲
立
-
目
的
恥
S
E
2
8
g
g
g
q
g白
色
間
口
四
百
和
三
官
守
少

m
・
o・
M
M
-
S白
N-
唱

N
H
W

吉
田
正
時

「
フ
ラ
ン
ス
私
立
学
校
に
対
す
る
国
家
補
助
|
一
九
五
九
年
一
二
月
三
一
日
の
法
律
を
め
ぐ
っ
て
!
」
レ
フ
ァ
レ
ン
ス
一
一
四
号
(
一
九
六

O
〉
七
三
頁
。

問

題

の

発

端

と

圧

力

団

体

か

ら

の

要

求

第
五
共
和
制
に
な
っ
て
か
ら
、
私
学
助
成
の
問
題
が
公
に
問
題
と
さ
れ
た
最
初
は
、
国
民
議
会
に
提
出
さ
れ
た
政
府
の
綱
領
に
私
学
助
成

の
問
題
が
触
れ
ら
れ
て
い
な
い
こ
と
に
つ
い
て
の
議
員
か
ら
の
質
問
に
対
す
る
ド
ブ
レ

(ロ
m
F
6
首
相
の
一
九
五
九
年
一
月
一
六
日
の
答
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説

弁
に
お
い
て
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、

「
何
人
も
、
国
が
今
ま
で
余
り
に
も
苦
し
ん
で
き
た
論
争
を
新
た
に
展
開
す
る
こ
と
な
く
こ
の
問
題
を

論

解
決
す
る
必
要
性
を
疑
っ
て
お
り
ま
せ
ん
。
政
府
と
し
ま
し
て
は
、
す
べ
て
の
誠
実
な
人
達
の
同
意
を
得
う
る
よ
う
に
問
題
を
解
決
で
き
る

諸
条
件
を
創
り
出
そ
う
と
決
意
し
て
お
り
町
民
ど
と
い
う
の
で
あ
る
。
し
か
し
こ
こ
で
は
、
ま
だ
、
私
立
学
校
へ
の
国
庫
補
助
の
様
式
や
内

容
が
具
体
的
に
構
想
さ
れ
て
い
る
わ
け
で
は
な
か
っ
た
。
一
九
五
九
年
の
前
半
期
は
、
私
立
学
校
を
擁
護
す
る
団
体
と
公
立
学
校
を
擁
護
す

る
団
体
と
の
間
で
、
政
府
に
対
す
る
要
求
と
一
般
公
衆
へ
の
示
威
運
動
が
活
発
に
展
開
さ
れ
て
い
く
の
で
あ
る
。

非
宗
教
的
公
教
育
を
主
張
し
、
私
学
助
成
に
反
対
す
る
圧
力
団
体
は
、
一
九
四
九
年
に
創
設
さ
れ
た
「
非
宗
教
的
活
動
全
国
委
員
会
」

ハ回り
A

山内凶魚川同・白色。口内同町三川内山口
nmw昨日
0ロ

(の

o
E
H
b
E巴
0
5
-
円
mwntoロ
区
宮
m
y
-
-
以
下
、

C
N
A
L
と
略
す
1
l
で、

「
国
民
教
育
連
合
」

s
t
o
g
-巾
)
、
「
全
国
教
員
組
合
」

(ω
吋
豆
町
三

E
H
F
O
E
-
ι
g
E住
吉
広
三
回
)
、
「
フ
ラ
ン
ス
教
育
連
盟
」

F
m
5
5
8
C、
「
公
立
学
校
父
母
会
議
連
合
」

(q司忠恥E仏伝恥含『釦丘註仲巴
-5。ロ
内
ι凶宮叩2凹

g
口5印3叩巳-ニ】
r印《母凶r叩同宮)話岱叫
3巾g口尽門
z印【仏凶忠.ぷ恥窃
a

校
監
督
員
会
」
(
〉
印
訟
凹
。
ロ
巳
-5凶巳同江一芯門。)ロ門仏目
2
内仏庶凶拡恥-広品
m己忌臥印

ng由ロ旦仲。ロ
E胆己5MM内
)
が
そ
の
構
成
団
体
で
あ
る
。
こ
れ
に
対
し
て
、
私
立
学
校
擁
護
の
立
場
か
ら

私
学
助
成
を
推
進
す
る
側
の
圧
力
団
体
と
し
て
は
、
一
九
四
八
年
に
創
設
さ
れ
た
「
教
育
の
自
由
お
よ
び
文
化
擁
護
の
た
め
の
検
討
事
務
局
」

(「

-mco
-F
・回口明白
FmO
門日巾円相ロ∞

ml

ー「

小
""与ナ

(ωmn同
公
開
丘
町
広
内
訳
同
区
内
H
g
H】
Oロ円

-
p
r
r
a広
門
日
刊
で
g
m
a
m田町
B
g仲
立
}
白
色
丘
町
ロ
回
開
骨
目
白

2
-
Z円巾)、

「
私
立
学
校
父
母
の
会
」

ハ
2
)

(〉
non-mEOB
円山町田
V

即
日
ロ
押
印
円
色
町
2
円
日
開
示
n
o
F
5円m
y
-
-以
下
、

A
P
E
L
と
略
す

l
lが
中
心
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
私
学
助
成

法
制
定
の
推
進
に
対
し
て
重
要
な
役
割
を
果
し
た
の
は
、
「
教
育
の
自
由
の
た
め
の
議
員
の
会
」
(
〉
g
o
n
g
t
g
宮

号

5
8
E
B
H
U
O
R
F

ハ
3
)

]号而門広内同町

}
.
8
2
H
m
5
5
8
C
で
あ
る
。
こ
の
議
員
の
会
は
、

一
九
五
八
年
一
二
月
一
日
に
は
三
二
三
名
の
加
入
申
込
が
あ
り
、

一
九
五
九

年
五
月
二
九
日
現
在
で
は
、
国
民
議
会
議
員
三
八

O
名
、
元
老
院
議
員
一
六

O
名
が
加
入
し
て
い
た
。
議
員
の
会
の
暫
定
運
営
委
員
会
は
、

一
月
初
頭
に
開
催
さ
れ
、
私
立
学
校
の
財
政
問
題
に
必
要
な
解
決
を
与
え
る
た
め
に
適
切
な
す
べ
て
の
イ
ニ
シ
ャ
テ
ィ
ブ
を
直
ち
に
と
る
こ

と
を
決
定
し
た
。
会
の
代
表
が
首
相
官
房
に
働
き
か
け
、
二
月
一
日
付
の
ラ
・
ク
ロ
ワ
ハ
「
印

Q
♀
る
は
、
ド
ブ
レ
首
相
の
「
問
題
を
熟
慮
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し
、
最
も
重
要
な
権
威
者
と
相
談
し
た
後
で
、
立
法
手
続
を
と
る
こ
と
が
ふ
さ
わ
し
い
と
私
は
芳
え
て
い
る
。
立
法
手
続
は
、
で
き
る
限
り

良
い
条
件
で
夏
の
前
ま
で
に
は
完
成
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
」
と
い
う
返
事
を
公
表
し
て
い
る
。
ド
プ
レ
首
相
の
一
月
二
ハ
日
の
議
会
で
の
答
弁

と
比
べ
て
み
る
と
、
問
題
が
一
挙
に
進
展
し
た
こ
と
が
明
ら
か
で
あ
る
。

(
4
)
 

一
月
三
)
白
に

C
N
A
L
は
ド
ゴ

l
ル
大
統
領
へ
注
意
を
喚
起
す
る
書
状
を
送
り
、
二
月
七
日
に

こ
の
ド
プ
レ
首
相
の
返
書
に
対
し
て
、

は
、
教
育
連
盟
会
長
の
べ
イ
エ
(
∞
白
百
円
)
は
、
ド
ブ
レ
首
相
宛
の
室
一
回
状
の
中
で
、
私
立
学
校
へ
の
す
べ
て
の
助
成
措
置
は
、
本
土
解
放
の
精

神
に
対
す
る
ヴ
ィ
シ

l
精
神
の
勝
利
で
あ
る
と
同
時
に
、
国
家
の
非
宗
教
性
と
国
民
の
統
合
へ
の
侵
害
で
あ
る
と
し
て
、
私
学
助
成
に
反
対

の
立
場
と
教
育
の
固
有
化
の
構
想
を
明
ら
か
に
し
た
。

フランス1959年私学助成法の制定

三
月
六
日
に
は
、
セ

l
ヌ
県
の

A
P
E
L
の
会
合
が
聞
か
れ
、

A
P
E
L
の
要
求
綱
領
の
大
綱
と
し
て
、
①
教
員
給
与
の
財
政
的
援
助
お

よ
び
こ
れ
に
対
応
し
て
教
育
の
自
由
に
干
渉
し
な
い
こ
と
を
条
件
に
し
た
国
の
監
督
を
受
認
す
る
用
意
が
あ
る
こ
と
、
②
初
等
教
育
で
の
教

(
6
)
 

育
費
を
援
助
す
る
パ
ラ
ン
ジ
ェ
法
の
中
等
教
育
へ
の
拡
張
、
③
校
舎
の
改
良
と
漕
築
の
た
め
の
長
期
で
、
低
金
刺
の
借
入
金
を
示
し
た
。

A

P
E
L
の
最
低
限
綱
領
の
説
明
書
が
準
備
中
の
法
案
の
素
案
に
な
っ
た
と
芳
え
ら
れ
て
お
り
、
反
対
派
の
攻
撃
も
そ
れ
に
向
け
ら
れ
、
一
一
一
月

一
O
日
来
、

C
N
A
L
は、

A
P
E
L
の
提
案
が
)
八
八
六
年
法
な
ら
び
に
一
九

O
四
年
法
に
違
反
し
、

(
7
V
 

よ
っ
て
学
校
分
離
の
時
代
遅
れ
の
原
則
を
認
め
た
」
も
の
と
し
て
批
判
を
加
え
て
い
る
。

六
月
二
一
日
お
よ
び
二
八
日
の
日
曜
日
に
は
、

C
N
A
L
に
よ
っ
て
組
織
さ
れ
た
非
宗
教
的
学
校
擁
護
の
デ
モ
行
進
が
行
わ
れ
た
。
六
月

「
過
去
の
諸
カ
の
露
骨
な
復
帰
に

二
一
日
に
は
、
ヴ
ァ
ン
セ
ン
ヌ
(
ざ
口
口

8
5る
で
は
約
五
万
人
が
、
ナ
ン
ト

(
Z
Sぢ
る
で
は
西
部
の
一
一
県
の
代
表
五
万
人
以
上
等
各
地

で
集

L
問
、
二
八
日
に
は
、
リ
ヨ
ン

(
S
O
S
で
数
千
人
、
ボ
ル
ド
オ
(
図
。

E
2
5
)
で
五
千
人
以
上
等
各
地
で
デ
モ
行
進
が
行
わ
れ
明

大
衆
運
動
と
平
行
し
て
、

C
N
A
L
は
教
育
の
固
有
化

(gtog--gtoD)
案
を
作
成
I
迎
。
こ
の
固
有
化
案
は
、
「
学
校
教
育
は
六
歳

か
ら
一
八
歳
ま
で
義
務
で
あ
る
」
、
「
国
民
公
教
育
は
非
宗
教
的
で
あ
る
」
、
「
国
民
公
教
育
は
無
償
で
あ
る
」
、
「
公
教
育
教
員
の
給
与
は

北法31(3-4・n'261)1647



説

国
家
の
負
担
と
す
る
」
、

「
公
教
育
学
校
以
外
に
、

い
か
な
る
学
校
も
補
助
金
を
受
け
と
る
こ
と
は
で
き
な
い
」
、
「
公
教
育
は
教

「
建
物
」
、

論

育
上
の
資
料
収
集
と
調
査
研
究
の
役
務
を
保
有
す
る
」
と
い
う
七
つ
の
原
則
か
ら
構
成
さ
れ
て
お
り
、

で
義
務
的
で
あ
る
。
義
務
教
育
は
国
民
教
育
大
臣
に
よ
っ
て
管
理
さ
れ
た
公
役
務
に
よ
っ
て
も
っ
ぱ
ら
与
え
ら
れ
る
:
:
:
」
と
い
う
第
一
原

則
に
固
有
化
案
の
基
本
的
特
徴
が
み
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
こ
の

C
N
A
L
の
国
有
化
案
が
、
後
に
国
民
議
会
に
提
出
さ
れ
る
共
産
党
案
お
よ

〈

U
)

び
社
会
党
案
に
影
響
を
与
え
る
の
で
あ
る
。
こ
こ
に
、

A
P
E
L
の
私
学
助
成
案
と

C
N
A
L
の
固
有
化
案
が
対
峠
さ
れ
る
こ
と
に
よ
り
、

対
立
点
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。
時
事
問
題
の
前
面
に
お
し
出
さ
れ
、
問
題
は
政
治
問
題
化
し
、
政
府
が
ど
の
よ
う
な
態
度
を
と
っ
て
も
、
国

〔ロ)

民
の
聞
か
ら
激
し
い
反
作
用
を
も
た
ら
す
も
の
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。

「
学
校
教
育
は
六
歳
か
ら
一
八
歳
ま

(
1
)
F
o
g
c
E
P
H吋

]
2
1
2
5
g・

(
2
)
〉
・
。
。
ロ
可
DFOMM-n-HJW-ω
印白・

(

3

)

以
下
〉
・
。
。
己
『
O
F
S
-
n
X
4
℃・

8斗
llω
印
∞
参
照
。

(
4〉
』

O田
和
問

MV
司

M1白
出
町
印
刷

n
z
-
F
g
ぬ
『

O
E回
以
町
印
仏
印
有
和
田
曲
目
。
出
払

hwHM白
宮

内

凶

b
h目
白
血
四
品
四
円
四
ロ
師
町
一
ぬ
出
即
日
開
口
門
司

H
H
E
W
-
E
V】
1白山
江
和
国
円
相
円
}
回
口
山
』
ロ

8
・
HUmAT

同

y
N
∞Ne

(
5
V
〉
。
。
E
R
O
F
O
H
M
-
n斥・・司・

ω印由・

(
6
)
H
h
o
g
o
E
P
∞

白

神

山

曜

日

田

a
s
s
-

(

7

)

〉
・
。
0
5
8
F
O
H
y
n
-
H
J
匂・

ω白0
・

(
8
)
F
o
冨
O
E
O
-
N
ω
Y
5
5
巴・

(

9

)

円
、
何
忽
o
E
P
S
Y
S
S
E
-

(

m

)

戸
、
伺

ζ
o
E
p
g
y
z
s
s
-

(
U
)
〉
・
の
口
出
可
O
F
O℃
・
円
一
昨
よ
匂
・

ω由
M
-

(
U
V
H
F
-
m
F
H
y
u
∞ω
・
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ラ
ピ

l
委
員
会
(
向
。
B
E
m回
目
。
ロ
F名
芯
〉

の
設
置
お
よ
び
報
告
書
の
提
出

ω
ラ
ピ

i
委
員
会
の
設
置

私
学
助
成
の
推
進
派
と
反
対
派
と
の
対
立
が
鮮
明
に
な
り
、
問
題
が
政
治
化
し
た
状
況
を
前
に
し
て
、
政
府
は
私
立
学
校
問
題
の
検
討
委

一
九
五
九
年
六
月
二
三
日
の
国
民
教
育
大
臣
令
(
由
『
芯
広
含

E
E鬼
門
骨
骨
守
主
吉
田
氏

g
g
t
o
g
-⑦
が
、
委

員
会
の
設
置
を
決
め
た
。

員
会
の
設
置
と
構
成
を
定
め
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
「
国
民
教
育
大
臣
の
も
と
に
、
国
家
と
私
教
育
と
の
関
係
の
検
討
を
担
当
す
る
一
の
委
員

会
が
設
置
さ
れ
る
」

(
一
条
)
。
パ
リ
控
訴
院
弁
護
士
で
、

ラ
ピ

l

(宮
町
耳
目
E
O
E
丘
町
門
戸
国
立
与

元
社
会
党
国
民
議
会
議
員
、

元
国
民
教
育
大
臣
の
ピ
エ

l
ル
H
オ
リ
ヴ
ィ
エ

フランス1959年私学助成法の制定

が
委
員
長
に
任
命
さ
れ
(
二
条
)
、
委
員
と
し
て
は
、
パ
リ
控
訴
院
弁
護
士
会
長
ポ
l
ル
・
ア
リ
ギ

大
学
教
授
資
格
者
ア
ン
リ
・
ベ
サ
ス
(
司
自
ユ
白
色

g
g
)、
ソ
ル
ボ
ン
ヌ
大
学
名
誉
教
授
エ
ド
モ
ン
・
ボ

l

エ
ル

(
何
色

5
0ロ
仏
回
阻
己
巾
司
〉
、
ア
カ
デ
ミ
ー
・
フ
ラ
ン
セ

l
ズ
会
員
ア
ン
ド
レ
・
シ
ャ
ン
ソ
ン
(
〉
ロ
仏
芯
の
E
5
8ロ
)
、
大
学
教
授
資
格
者
ロ
ジ
ェ

・
デ
ュ
メ
イ
ン
(
河
o
m
q
Uロ
巴
白
山
口
叩
〉
、
家
族
団
体
全
国
連
合
会
長
ル
シ
ア
ン
・
ギ
ィ
ブ
ル
ジ
ェ

(
F
E
ぽ
ロ
の
巳
σ
o
c円
札
〉
、
ゴ
ン
セ
イ
ユ
・

デ
タ
名
誉
評
定
官
ヴ
ィ
ク
ト
ル
・
ル
・
ゴ
ル
ジ
ュ
ウ
ハ
〈

EOH
戸
市
の
2
m
g
)、
退
職
大
佐
・
オ
ア
シ
ス
県
選
出
元
老
院
議
員
ア
リ
・
メ
レ

(
〉
出
冨
2
3
3、
会
計
院
主
任
評
定
官
シ
ャ
ル
ル
・
メ
ル
ヴ
ェ
イ
ユ
ウ
・
一
ア
ュ
・
ヴ
ィ
ニ
ョ
オ
(

(

U

E

ュg
宮市

2
2
-一2
以
内
宮
〈
-
m
D
E
M
)、

ア
ル
ブ
レ
ッ
ド
・
ミ
シ
ュ
ラ
ン
(
〉
}
骨
E
Z
W
F町
民
ロ
)
、
ア
カ
デ
ミ
ー
・
フ
ラ
ン
セ

l
ズ
会
員
・
フ
ラ
ン
ス
大
使
ウ
ラ
ジ
ミ
l
ル
・
ド
ル
メ

(
2
)
 

ッ
ソ
ン
(
ヨ

-
E
5一円円
O
E
M
S凹
O
白
)
の
一
一
名
が
任
命
さ
れ
た
つ
一
一
条
〉
。

(
P
V
C
-
〉司司山
MNrc、

本
委
員
会
設
置
に
あ
た
っ
て
出
さ
れ
た
国
民
教
育
大
臣
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
は
、
政
府
の
意
図
は
、

「
一
月
一
ム
ハ
日
に
国
民
議
会
で
首
相
に
よ

っ
て
明
ら
か
に
さ
れ
た
よ
う
に
、
国
が
余
り
に
も
苦
し
ん
で
き
た
論
争
を
新
た
に
展
開
さ
せ
る
こ
と
の
な
い
解
決
、
す
べ
て
の
誠
実
な
人
達
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説

「
状
況
を
分
析
し
た
後
に
、
政
府
は
、
広
範
な
諮
問

が
最
終
的
な
も
の
と
し
て
考
え
う
る
解
決
を
探
求
す
る
と
こ
ろ
に
あ
る
」
の
で
あ
り
、

の
方
式
に
よ
っ
て
え
ら
れ
た
異
な
っ
た
観
点
の
対
比
が
不
可
欠
で
あ
る
と
い
う
結
論
に
達
し
た
」
こ
と
か
ら
、

「
問
題
の
す
べ
て
の
現
実
的

~A 
白岡

要
素
を
解
明
し
、
調
整
す
る
」
た
め
に
こ
の
委
員
会
を
設
置
し
た
と
し
、
さ
ら
に
、
委
員
会
の
任
務
に
つ
い
て
は
、

「
公
的
に
態
度
を
表
明

し
た
後
、
自
己
の
見
解
を
説
明
し
、
示
唆
を
与
え
に
来
る
団
体
や
個
人
を
聴
聞
し
」
、
「
問
題
の
現
状
を
解
明
す
る
性
質
を
も
つ
も
の
と
芳
え

ハ
3
〉

ら
れ
る
証
拠
お
よ
び
情
報
を
集
め
」
、
政
府
に
報
告
を
提
出
す
る
こ
と
で
あ
る
と
し
て
い
る
。

国
家
と
私
立
学
校
に
関
す
る
問
題
の
検
討
委
員
会
は
、
本
土
解
放
直
後
の
ア
ン
ド
レ
・
フ
ィ
リ
γ
プ
(
〉
ロ
仏
な

Et--巴
委
員
会
、
一
九

五
一
年
の
ポ
l
ル
日
ボ
ン
ク
l
ル
(
司

E-「
回
O
ロロ
O
C
円
)
委
員
会
の
後
を
う
け
て
ラ
ピ

l
委
員
会
は
三
番
目
で
あ
る
が
、
ポ
ー
ル

H
ボ
ン
ク
ー

ル
委
員
会
と
異
な
り
、
ラ
ピ

l
委
員
会
は
、
各
団
体
か
ら
委
任
を
う
け
た
代
弁
者
に
よ
っ
て
で
は
な
く
、
自
己
の
教
養
、
交
際
範
囲
お
よ
び

(
4〉

個
人
的
見
解
の
多
様
性
に
よ
っ
て
対
話
が
可
能
な
人
物
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
に
特
色
が
あ
る
。

私
学
助
成
と
い
う
政
治
的
に
も
微
妙
な
問
題
に
関
し
て
、
こ
の
よ
う
な
委
員
会
を
設
置
し
た
こ
と
の
利
点
と
し
て
次
の
よ
う
な
こ
と
を
指

ハ
5
)

摘
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
す
な
わ
ち
、
ま
ず
第
一
に
、
委
員
会
が
国
民
教
育
大
臣
令
で
設
置
さ
れ
、
国
民
教
育
大
臣
の
も
と
に
置
か
れ
、

最
終
報
告
が
国
民
教
育
大
臣
に
提
出
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
が
、
ラ
ピ

l
お
よ
び
国
民
教
育
大
臣
の
フ
l
ロ
ッ
シ
ュ
(
∞

S
F
n
F
m〉
と

も
に
社
会
党
員
で
あ
る
と
こ
ろ
か
ら
、
政
府
は
国
民
教
育
省
の
高
級
官
僚
と
断
絶
せ
ず
、

い
つ
か
は
教
員
組
合
を
引
き
入
れ
、
そ
し
て
恐
ら

〈
は
国
民
議
会
の
社
会
党
議
員
団
と
も
一
致
し
さ
え
す
る
こ
と
を
期
待
し
た
こ
と
で
あ
る
。
第
二
に
は
、
委
員
会
を
各
種
団
体
が
自
由
に
意

見
を
表
明
し
う
る
討
論
の
場
と
し
た
た
め
、
各
団
体
の
立
場
を
か
た
く
な
に
し
た
り
あ
る
い
は
協
力
を
拒
否
す
る
こ
と
を
余
儀
な
く
さ
せ
る

よ
う
な
妥
協
を
は
か
る
必
要
が
な
か
っ
た
こ
と
で
あ
る
。
第
三
に
、
委
員
会
は
か
つ
て
実
現
し
た
こ
と
の
な
い
全
体
的
検
討
に
取
り
組
み
、

政
治
家
が
注
意
し
て
芳
え
る
余
絡
を
殆
ん
ど
も
た
な
い
よ
う
な
複
雑
な
問
題
を
検
討
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。

委
員
会
の
メ
ン
バ
ー
の
訣
定
は
微
妙
で
あ
り
、
選
任
に
必
要
な
諮
問
が
念
入
り
に
行
わ
れ
た
た
め
、
メ
ン
バ
ー
の
選
任
に
関
し
て
殆
ん
ど

北法31(3-4・II'264)1650 



円

6
u

批
判
が
加
え
ら
れ
ず
、
い
か
な
る
団
体
か
ら
も
非
難
さ
れ
な
か
っ
た
こ
と
は
注
目
す
べ
き
こ
と
で
あ
る
。

た
だ
例
外
的
に
は
、
委
員
長
の
ラ
ピ

l
が
社
会
党
よ
り
厳
し
い
弾
劾
を
う
け
た
こ
と
で
あ
る
。
ま
ず
、
社
会
党
書
記
長
の
ギ
ィ
・
モ
レ

党
の
指
導
委
員
会
の
意
向
を
う
け
て
ラ
ピ

l
に
六
月
コ
一

O
日
に
害
状
を
送
り
、
委
員
長
職
を
辞
任
す
る
よ
う
示
唆
し

ハのロ凶可

zo--mH〉
は
、

げ
ド
七
月
九
日
よ
り
一
一
一
日
ま
で
開
催
さ
れ
た
第
五
一
四
社
会
党
全
国
大
会
で
は
、
公
教
育
の
非
宗
教
性
を
擁
護
す
る
動
議
を
満
場
一
致
で

可
決
す
る
と
と
も
に
、
党
の
指
導
委
員
会
が
ラ
ピ

l
の
委
員
長
職
の
辞
任
を
要
請
し
た
書
状
を
承
認
す
る
動
議
を
反
対
二
名
、
棄
権
五
名
を

除
く
賛
成
多
数
で
可
決
し
な
つ
い
で
、
ラ
ピ

i
は
七
月
一
一
一
一
日
に
社
会
党
の
指
導
委
員
会
に
出
頭
し
、
検
討
委
員
会
の
作
業
の
有
用
性
と

委
員
会
が
求
め
る
証
人
と
資
料
の
公
平
さ
を
説
明
し
、
さ
ら
に
、
ラ
ピ
l
が
委
員
長
職
の
辞
任
を
拒
否
し
た
た
め
、
党
の
執
行
事
務
局
は
七

月二一

O
日
に
集
合
し
、
-
フ
ピ

l
の
除
名
を
適
当
と
認
め
紛
争
委
員
会
合
O
B
呂
田
田
宮
含

g
丘町
g
〉
に
付
託
l
h
切。

国
民
議
会
に
お
け
る
ド
ブ
レ
首
相
の
説
明

フランス1959年私学助成法の制定
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ラ
ピ
l
委
員
会
の
作
業
が
開
始
さ
れ
た
時
期
に
、
国
民
議
会
で
学
校
問
題
が
新
た
に
取
り
上
げ
ら
れ
た
。
学
校
整
備
に
関
す
る
プ
ロ
グ
ラ

ム
法
律
。
♀
買
高
5
5
5
m
)
の
審
議
に
際
し
て
、
「
教
育
の
自
由
の
た
め
の
議
員
の
会
」
は
総
会
を
聞
き
、

「
学
校
整
備
に
関
す
る
法
案
が

学
校
政
策
に
与
え
ら
れ
る
方
向
づ
け
に
予
断
を
与
え
、

そ
し
て
、
学
校
政
策
に
対
す
る
判
断
は
フ
ラ
ン
ス
の
す
べ
て
の
若
者
の
教
育
の
た
め

に
認
め
ら
れ
る
一
般
的
効
果
を
知
る
こ
と
な
し
に
は
有
効
に
な
さ
れ
な
い
こ
と
を
考
え
て
、
国
民
議
会
は
所
管
委
員
会
へ
の
法
案
の
付
託
を

(
日
)

決
定
す
る
」
と
い
う
動
議
を
提
出
す
る
こ
と
に
し
て
い
た
。
そ
し
て
、
実
際
に
動
議
は
提
出
さ
れ
た
が
、
こ
れ
は
学
校
整
備
に
関
す
る
法
案

の
審
議
に
際
し
て
は
学
校
問
題
を
持
ち
出
さ
な
い
と
い
う
ド
プ
レ
首
相
と
多
数
派
の
代
表
と
の
約
束
に
違
反
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。

動
議
に
反
対
投
票
す
る
こ
と
を
満
場
一
致
で
決
定
し
て
、
ド
プ
レ
首
そ
こ

で
、
ド
ゴ

l
ル
派
の
新
共
和
国
連
合

(
C
-
Z・
河
・
)
は
七
月
二
日
に
、

相
と
の
連
帯
の
態
度
を
明
ら
か
に
し
た
結
果
、
議
員
の
会
の
会
長
ボ
ス
カ
リ
ィ

H
モ
ン
セ
ル
ヴ
ァ
ン
(
回

2
2『可
Z
oロ
8
2
1ロ
)
は
動
議
を

(ロ〉

撤
回
し
た
。
そ
の
代
り
に
、
ド
ブ
レ
首
相
は
政
府
が
七
月
一
五
日
頃
私
立
学
校
に
関
す
る
審
議
を
な
す
こ
と
を
約
束
し
た
。

北法31(3-4・E・265)1651



説

学
校
問
題
は
七
月
一
一
一
一
日
の
閣
議
(
の

S
ぉ
Z
g
E
E丘
町
町
田
〉
で
取
り
上
げ
ら
崎
、
翌
二
三
日
に
、

校
問
題
に
関
す
る
政
府
説
明

2
h
n
g
s
z
g
E
m
2
5
2
2目
g
H〉
を
行
っ
た
。
ド
ブ
レ
首
相
は
ま
ず
、
私
学
助
成
問
題
に
関
す
る
政
府
の

一
方
で
は
、
憲
法
二
条
に
よ
る
政
教
分
離
の
原
則
を
、
他
方
で
は
、
憲
法
前
文
に
よ
る
人
権
と

「
い
か
な
る
政
府
も
、
こ
れ
ら
の
基
本
原
則
の
外
で
自
己
の
芳
え
方
お
よ
び
政
策
を
決
め

ド
ブ
レ
首
相
は
国
民
議
会
で
、

E命

基
本
的
態
度
と
し
て
、
憲
法
問
題
に
ふ
れ
、

し
て
の
教
育
の
自
由
の
保
障
を
指
摘
し
て
か
ら
、

る
こ
と
が
で
き
な
い
」
と
し
て
、
政
府
が
政
教
分
離
の
原
則
と
教
育
の
自
由
を
と
も
に
尊
重
す
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
て
い
る
。

つ
‘
ぎ
に
、

ド
プ
レ
首
相
は
、

「
解
決
の
た
め
に
と
ら
れ
る
責
任
は
、
公
権
力
、
す
な
わ
ち
政
府
お
よ
び
議
会
の
み
に
属
す
る
」
と
し
て
、
私
学
助
成
問

題
の
解
決
の
た
め
の
国
の
責
任
を
明
ら
か
に
し
て
い
る
。
そ
し
て
政
府
は
、
委
員
会
の
作
業
終
了
後
、
す
な
わ
ち
一
一
月
に
問
題
を
検
討
す

る
こ
と
を
表
明
し
た
。
さ
ら
に
、
臨
時
的
措
置
と
し
て
は
、
特
に
重
大
な
財
政
的
危
機
に
あ
る
私
立
学
校
に
対
し
て
は
、
パ
ラ
ン
ジ
ェ
法
に

よ
る
給
付
を
期
日
前
に
支
給
す
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
。

こ
の
ド
プ
レ
首
相
の
説
明
を
う
け
て
、
社
会
党
国
民
議
会
議
員
団
、
共
産
党
政
治
局
お
よ
び
C
N
A
L
が
抗
議
し
凶
げ
に
対
し
て
、
議
員

の
会
は
、
政
府
の
措
置
が
不
十
分
で
あ
る
と
し
、
さ
ら
に
、
首
相
の
説
明
か
ら
、
私
立
学
校
問
題
が
今
年
末
ま
で
に
立
法
的
に
解
決
さ
れ
る

こ
と
、
お
よ
び
立
法
的
解
決
に
は
教
育
の
自
由
と
す
べ
て
の
労
働
者
に
必
要
な
最
低
限
度
の
生
活
が
含
ま
れ
る
も
の
と
理
解
す
る
と
い
う
コ

円
山
山
)

ミ
ュ
ニ
ケ
を
発
表
し
た
。

委
員
会
報
告
書
の
提
出

内
べ

υラ
ピ

l
委
員
会
は
夏
休
を
返
上
し
て
作
業
に
あ
た
っ
た
。
六
月
末
か
ら
九
月
末
ま
で
に
、
二
四
回
の
会
議
が
聞
か
れ
、
三
五
名
か
ら
意
見

を
聴
聞
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
明
委
員
会
の
作
業
は
、
ラ
ピ
l
委
員
長
の
能
動
的
か
つ
効
果
的
な
指
揮
の
下
で
対
話
的
雰
囲
気
の
中
で
進

行
し
た
。
意
見
聴
取
で
は
、
公
教
育
お
よ
び
私
立
学
校
の
代
表
者
、
各
組
合
の
責
任
者
、
各
父
母
の
会
の
責
任
者
、
カ
ト
リ
ッ
ク
、
プ
ロ
テ

ス
タ
ン
ト
お
よ
び
ユ
ダ
ヤ
教
の
代
表
者
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
見
解
と
要
望
を
説
明
し
焔
w

各
意
見
陳
述
者
の
意
見
は
効
果
的
に
聴
取
さ
れ
、
特 学
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に
、
両
陣
営
を
代
表
す
る
「
教
育
の
自
由
お
よ
び
文
化
擁
護
の
た
め
の
検
討
事
務
局
」
の
事
務
局
長
リ
ゾ
ヅ
プ

を
代
表
す
る
「
フ
ラ
ン
ス
教
育
連
盟
」
会
長
べ
イ
エ
の
意
見
が
特
に
卓
越
し
て
い
た
。

(CN。巴

と、

C
N
A
L

意
見
聴
取
と
平
行
し
て
委
員
会
は
答
申
の
方
向
づ
け
の
決
定
に
努
め
、
数
週
間
の
聞
は
補
助
金
の
方
式
と
契
約
の
方
式
の
ど
ち
ら
に
す
る

か
迷
っ
崎
町
し
か
し
一

O
月三

δ
日
に
委
員
会
は
最
終
的
報
告
書
を
政
府
に
提
出
し
た
。
報
告
書
は
一
九
一
頁
か
ら
な
り
、
問
題
と
過
去
の

経
過
を
説
明
し
た
「
前
置
き
」
、
意
見
聴
取
の
結
果
と
私
立
学
校
の
現
状
を
各
種
の
統
計
表
と
と
も
に
明
ら
か
に
し
た
「
意
見
聴
取
の
結
果
か

ら
引
き
出
さ
れ
る
問
題
状
況
」
お
よ
び
委
員
会
の
提
言
を
示
し
た
「
結
論
」
の
三
部
で
構
成
さ
れ
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
こ
の
報
告
書

は
、
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
的
選
択
を
行
う
の
で
は
な
く
、
政
府
に
よ
っ
て
政
治
的
お
よ
び
法
的
に
受
け
入
れ
ら
れ
る
提
案
の
綿
密
な
検
討
を
行
お

(

氾

)

う
と
す
る
委
員
会
の
意
思
を
表
わ
す
も
の
と
評
す
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。

フランス1959年私学助成法の制定

委
員
会
の
答
申
の
中
心
を
な
す
「
結
論
」
は
二

0
ペ
ー
ジ
に
わ
た
り
、
問
題
の
現
状
分
析
と
解
決
策
の
提
言
を
行
っ
て
い
る
。
ま
ず
、
委

員
会
の
問
題
に
対
す
る
基
本
的
態
度
と
し
て
、
「
教
育
の
自
由
の
原
則
は
異
論
な
く
認
め
ら
れ
」
て
お
り
、

こ
の
原
則
を
維
持
す
る
こ
と
が
適
当
で
あ
る
と
い
う
こ
と
を
一
致
し
て
評
価
し
て
い
る
」
が
、
し
か
し
、

「
委
員
会
は
、
わ
が
国
公
法
の

一
方
で
は
、
委
員
会
は
、

「
現
行

法
規
が
校
長
お
よ
び
教
師
に
対
し
て
、
必
要
な
教
育
的
条
件
を
必
ず
し
も
要
求
し
て
い
な
い
こ
と
を
確
認
し
て
お
り
」
、
他
方
で
は
、
「
自
由

(
忽
〉

が
、
よ
り
有
効
で
よ
り
よ
い
質
の
教
育
の
組
織
化
と
両
立
し
な
い
も
の
と
は
考
え
な
い
」
こ
と
を
明
ら
か
に
し
て
い
る
。
そ
し
て
、
現
状
に

お
け
る
根
本
的
問
題
は
、
「
互
い
に
接
触
が
な
く
、
知
ら
な
い
ば
か
り
で
な
く
、
時
に
は
競
争
的
で
、
殆
ん
ど
対
立
的
と
い
え
る
こ
つ
の
教

(
幻
)

育
の
存
在
に
あ
り
」
、
「
余
り
に
し
ば
し
ば
党
派
的
熱
情
に
よ
っ
て
利
用
さ
れ
た
こ
の
恒
常
的
対
立
こ
そ
が
、
国
民
の
利
益
に
反
す
る
」
と
(

M

)

 

い
う
こ
と
で
あ
る
。
委
員
会
の
提
案
す
る
解
決
策
は
次
の
四
つ
の
形
態
で
、
私
立
学
校
が
そ
の
い
ず
れ
か
を
選
択
で
き
る
こ
と
に
な
っ
て
い

る
。
第
一
は
、
公
教
育
へ
の
統
合
、
第
二
は
、
契
約
に
よ
っ
て
、
私
立
学
校
が
一
定
の
教
育
費
用
や
教
員
の
給
与
を
固
か
ら
補
助
を
受
け
る

北法31(3-4・II• 267) 1653 



説

代
り
に
、

一
定
の
義
務
を
負
う
契
約
制
度
(
芯
包
呂
町
営

no丘
町
田
。
、
第
三
は
、
私
立
学
校
の
自
主
性
を
維
持
し
つ
つ
教
員
の
給
与
の
一
部
を

国
が
負
担
す
る
承
認
制
度
公
お
百
四
骨

F
m忍
5
8
H
)
、
第
四
は
、
国
庫
補
助
な
し
の
完
全
な
自
由
で
あ
る
。

言命

こ
の
ラ
ピ
l
委
員
会
の
報
告
書
に
対
し
て
は
、
委
員
会
が
独
創
的
で
重
要
な
仕
事
を
完
成
し
、
状
況
の
変
化
へ
の
対
処
に
追
い
抜
か
れ
る

(お〉

こ
と
な
く
、
具
体
的
提
案
を
伴
な
っ
た
掘
り
下
げ
ら
れ
た
検
討
結
果
を
提
出
で
き
た
も
の
と
評
価
さ
れ
て
い
る
。
な
お
、
こ
の
報
告
書
は
、

一
O
月
三

O
日
に
政
府
に
提
出
さ
れ
た
が
、
公
刊
さ
れ
た
の
は
一
二
月
の
後
半
に
な
っ
て
か
ら
で
あ
る
。
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フランス1959年私学助成法の制定

政
府
に
よ
る
法
案
の
作
成

一
一
月
お
よ
び
一
三
月
は
、
政
府
、
政
党
、
圧
力
団
体
、
世
論
が
学
校
問
題
を
め
ぐ
っ
て

ラ
ピ

l
委
員
会
の
報
告
が
提
出
さ
れ
て
か
ら
、

一
活
発
な
動
き
を
展
開
し
た
。

政
府
の
側
で
は
、
ま
ず
、
国
民
教
育
大
臣
の
プ
l
ロ
ッ
シ
ュ
が
国
民
教
育
省
の
担
当
者
と
と
も
に
原
案
の
作
成
に
あ
た
っ
た
。
プ

t
-ロ
ヲ

シ
ュ
は
、
ラ
ピ

l
委
員
会
の
結
論
の
う
ち
委
員
会
が
全
員
一
致
で
賛
成
し
た
、
公
教
育
へ
の
統
合
、
契
約
制
度
、
助
成
な
レ
の
自
由
を
採
用

(
1
)
 

し
た
が
、
委
員
会
で
意
見
の
分
か
れ
た
承
認
制
度
を
採
用
し
な
か
っ
た
。
そ
し
て
、
ブ
l
ロ
ッ
シ
ュ
国
民
教
育
大
臣
に
と
っ
て
は
、
こ
の
原
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説

ハ
2
V

果
の
線
が
譲
歩
し
う
る
限
界
で
、
そ
の
線
を
越
え
て
原
案
に
子
を
加
え
ら
れ
た
場
合
に
は
大
臣
の
辞
任
を
考
え
う
る
と
し
て
い
た
。
こ
れ
に

対
し
て
、
議
会
多
数
派
の
代
表
は
相
次
い
で
、

A
P
E
L
お
よ
び
「
教
育
の
自
由
の
た
め
の
議
員
の
会
」
の
後
押
し
を
う
け
て
ド
ブ
レ
首
相

に
対
し
て
彼
等
の
強
い
反
対
の
意
向
を
示
し
、
そ
の
結
果
、
ド
プ
レ
首
相
は
、
多
数
派
に
保
証
を
与
え
る
た
め
に
自
分
の
手
許
で
法
案
を
起

ハ
3
〉

草
さ
せ
る
こ
と
を
企
て
た
。

論

二
月
二

一
一
月
の
下
旬
に
は
、
非
宗
教
的
公
立
学
校
擁
護
を
掲
げ
た
私
学
助
成
反
対
派
の
集
会
と
デ
モ
行
進
が
活
発
に
展
開
さ
れ
た
。

二
日
の
日
曜
日
に
は
、
ラ
ン
ス
(
「

g凶
)
で
数
千
人
の
デ
モ
行
進
向
山
翌
週
二
九
日
の
日
曜
日
に
は
、
リ
ー
ル

(
E
F
)
で
三
万
人
、

ル
モ
ン

H
フ
ェ
ラ
ン

(
2
2
5。
己
匂
2
5ロ

εで
一
万
五
千
人
、
レ
ン
ヌ
(
同
州
市
ロ
口
町
田
)
で
八
千
人
等
全
国
七

O
以
上
の
都
市
で
集
会
と
デ
モ

行
進
が
行
わ
れ
た
と
報
じ
ら
れ
て
い
訂
ω

「
非
宗
教
的
活
動
全
国
委
員
会
」
会
長
の
コ
ル
、
不
ッ
ク
ハ
ロ
0
2
2
)
は
記
者
会
見
で
、
ニ
九
日
の

一
五
を
除
く
全
国
の
県
で
行
わ
れ
、
少
な
く
と
も
五

O
万
人
の
参
加
者
を
え
た
と
総
括
し
て
お
げ
w

さ
ら
に
、

示
威
運
動
は
、

「
非
宗
教
的

活
動
全
国
委
員
会
」
を
代
表
し
て
、

「
我
々
は
現
在
の
国
民
議
会
に
対
し
て
学
校
問
題
を
解
決
す
る
た
め
の
あ
ら
ゆ
る
代
表
性
を
否
定
す

「
も
し
レ
フ
ェ
レ
ン
ダ
ム
の
方
式
を
利
用
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
な
ら
ば
、
我
々
は
、
議
会
の
解
散
に
よ
る
新
し
い
選
挙

に
よ
っ
て
、
非
常
に
明
確
な
こ
の
問
題
に
つ
い
て
国
民
が
諮
問
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
を
要
求
す
る
」
と
述
べ
て
い
る
の
が
注
目
さ

れ
る
。
政
党
の
レ
ベ
ル
で
は
、
社
会
党
の
指
導
委
員
会
お
よ
び
両
院
の
議
員
団
は
、
義
務
教
育
の
統
合
化
、
義
務
教
育
の
一
八
歳
ま
で
の
延

長
、
学
用
品
の
無
償
と
就
学
手
当
の
給
付
に
よ
る
民
主
化
、
国
民
を
構
成
す
る
す
べ
て
の
思
想
傾
向
の
尊
重
と
い
う
諸
原
則
に
基
づ
い
た
法

案
を
提
出
す
る
こ
と
を
決
め
、
共
産
党
は
「
非
宗
教
的
活
動
全
国
委
員
会
」
の
教
育
の
固
有
化
案
の
線
に
そ
っ
た
法
案
を
提
出
す
る
こ
と
を

ハ
7
)

明
ら
か
に
し
た
。

る
」
と
宣
言
し
、

一
一
月
二
九
日
の
日
曜
日
に
は
、
反
対
派
よ
り
数
は
少
な
い
が
私
立
学
校
擁
護
の
た
め
の
集
会
と

私
学
助
成
推
進
派
の
側
に
お
い
て
も
、

デ
モ
行
進
が
行
わ
れ
、
ピ
ュ
イ
ハ
句
5
U
で
八
千
人
、
サ
ン
H
テ
チ
エ
ン
ヌ
で
四
千
人
、
ル
・
マ
ン
ハ
「
四
冨
自
由
)

で
五
千
人
、

カ

l
ン

グ

レ
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〔

8
u

(nsロ
)
で
千
人
と
報
じ
ら
れ
て
い
る
。

全
国
二

O
ケ
所
以
上
の
都
市
で
行
わ
れ
た
こ
れ
ら
の
集
会
は
殆
ん
ど
す
べ
て
司
教
に
よ
っ
て
主
宰

(
9
)
 

さ
れ
て
お
り
、
司
教
が
こ
れ
ま
で
と
っ
て
い
た
留
保
の
態
度
と
は
対
照
的
で
あ
る
。
私
学
助
成
推
進
派
の
う
ち
で
最
も
強
固
な
態
度
を
と
っ

た
の
は
A
P
E
L
で
、
一
一
月
一
二
、
ニ
二
日
に
パ
リ
で
開
催
さ
れ
た
全
国
代
表
者
会
議
は
、
ラ
ピ

l
委
員
会
の
報
告
に
対
し
て
は
、
「
国

民
教
育
の
共
通
の
任
務
の
中
に
お
い
て
私
教
育
に
よ
っ
て
し
め
ら
れ
た
位
置
を
無
視
し
、
私
教
育
に
補
充
的
で
、
過
渡
期
的
な
役
割
し
か
与

え
ず
、
教
育
の
自
由
の
原
則
自
体
を
侵
害
し
て
い
る
」
と
し
て
強
く
抗
議
し
て
お
り
、
ま
た
、
「
教
育
の
自
由
お
よ
び
文
化
擁
護
の
た
め
の

検
討
事
務
局
」
の
リ
ゾ
ッ
プ
事
務
局
長
は
、
一
一
月
一
一
一
一
日
に
ラ
ピ

l
委
員
会
の
結
論
は
、
私
教
育
に
対
す
る
公
教
育
の
優
位
を
保
持
す
る

も
の
で
あ
る
か
ら
受
け
入
れ
ら
れ
な
い
と
い
う
談
話
を
発
表
し
た
。

フランス1959年私学助成法の制定

政
府
内
で
の
法
案
の
審
議
は
一
二
月
二
日
の
首
相
主
宰
の
閣
内
会
議
(
の

O
B
Z
骨

g玄
足
。
か
ら
始
ま
っ
た
が
、
政
府
内
に
お
い
て
も

意
見
が
対
立
し
た
。
ジ
ャ
ン
ヌ
ネ
イ

Q
Eロ
5
5
5
と
シ
ャ
ト
ネ

(
(
U
F

丘
町
号
。
が
非
宗
教
的
公
教
育
の
立
場
か
ら
ブ
l
ロ
ッ
シ
ュ
を
支

持
し
、
国
の
監
督
の
下
に
置
か
れ
な
い
助
成
に
反
対
し
て
契
約
方
式
を
固
持
し
た
の
に
対
し
て
、
人
民
共
和
派
の
ル
ク
l
ル
(
F
R
O
ロ
ユ
)
と

独
立
派
の
ロ
シ
ュ
ロ

l

(問
o
n
r
2
8る
が
私
立
品
ナ
校
擁
護
の
立
場
を
代
表
し
、
私
学
の
自
主
性
を
維
持
す
る
承
認
方
式
を
主
張
、
い
問
。
ド

ゴ
ー
ル
大
統
領
と
ド
ブ
レ
首
相
は
、
政
府
の
統
一
を
維
持
し
、
両
者
の
妥
協
を
は
か
る
よ
う
努
め
た
。
二
一
月
七
日
の
閣
内
会
議
で
は
、
一

つ
は
、
プ
l
ロ
ッ
シ
ュ
修
正
案
、
も
う
一
つ
は
、
ド
プ
レ
首
相
案
の
二
つ
の
案
が
提
出
さ
れ
ザ
ド
ブ
レ
案
の
特
色
は
、
ラ
ピ
l
委
員
会
の

承
認
方
式
を
新
し
い
名
称
の
下
に
採
用
し
た
単
純
契
約

(ng可
巳
白
石
F
〉
方
式
が
、
公
教
育
へ
の
統
合
、
契
約
方
式
に
近
似
し
た
協
同
契
約

合

g
q兄
島
ピ
8
口

E
5ロ
)
方
式
の
他
に
加
え
ら
れ
た
と
こ
ろ
に
あ
る
。
大
統
領
主
宰
の
学
校
問
題
に
つ
い
て
の
最
初
の
閣
議
(
。
。

sz

仏

2
5
5
E
H
g〉
は
一
一
一
月
八
日
に
聞
か
れ
た
。
こ
の
日
の
閣
議
に
提
出
さ
れ
た
妥
協
案
は
、
基
本
的
に
は
ド
ブ
レ
案
を
維
持
し
な
が
ら
、

(
臼
〉

ブ
l
ロ
ッ
シ
ュ
案
か
ら
は
前
文
に
お
け
る
原
則
の
宣
言
を
取
り
入
れ
た
も
の
で
あ
る
が
、
そ
の
大
綱
が
承
認
さ
れ
た
。

C
N
A
L
は
、
一
二
月
四
日
に
は
そ
の
代
表
者
が
ド
ブ
レ
首
相
と
会
見
し
法
案
に
反
対
の
意
向
を
表
明
し
、

一
二
月
六
日
の
日
曜
日
に
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説

は

円

H
H
V

一
O
万
人
の
参
加
者
を
集
め
た
反
対
集
会
を
パ
リ
で
開
い
て
お
り
、
ま
た
、

〈
叩
M
V

い
か
な
る
場
合
に
お
い
て
も
妥
協
を
認
め
な
い
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
。

一
二
月
八
日
の
閣
議
に
よ
る
法
案
の
大
綱
の
了
承
に
対
L

て
も
、

論

「
教
育
の
自
由
の
た
め
の
議
員
の
会
」
は
一
二
月
九
日
の
午
後
に
集
会
を
聞
き
、
満
場
一
致
で
動
議
を
採
択
し
て
、
ド
ブ
レ
首
相
に
之
れ

ハ日〉

J

を
提
出
し
た
。
こ
の
動
議
は
、

「
教
育
の
自
由
の
た
め
の
議
員
の
会
は
、
学
校
問
題
の
解
決
一
に
積
極
的
な
寄
与
を
も
た
ら
す
こ
と
左
望
み
、

議
論
の
基
礎
と
し
て
ラ
ピ

l
委
員
会
報
告
の
結
論
を
承
認
す
る
」
と
い
う
言
葉
で
始
ま
り
、
当
面
の
目
標
と
し
て
、
①
通
常
国
会
の
閉
会
前

に
臨
時
国
会
を
招
集
し
、
そ
の
議
事
臼
程
と
し
て
学
校
法
案
の
投
票
を
優
先
さ
せ
る
こ
と
、
②
単
純
契
約
を
締
結
し
た
学
校
は
中
立
的
教
育

を
与
ゑ
る
義
務
が
な
い
こ
と
、
③
法
律
に
よ
っ
て
事
前
に
定
め
ら
れ
た
条
件
を
充
た
す
あ
ら
ゆ
る
段
階
の
す
べ
て
の
私
立
学
校
は
単
純
契
約

に
署
名
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
、
④
単
純
契
約
制
度
は
終
局
的
な
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
い
か
な
る

期
間
の
限
定
も
予
定
さ
れ
る
べ
き
マ
な
い
こ
と
、
⑤
統
合
も
さ
れ
ず
、
契
約
の
締
結
も
し
な
い
学
校
の
状
態
は
、
そ
の
負
担
の
増
夫
に
よ
e

っ

て
も
、
公
権
カ
か
ら
受
け
と
る
資
金
の
減
少
に
よ
っ
て
も
悪
ー
化
さ
れ
る
と
と
が
な
い
こ
と
の
五
点
を
あ
げ
て
い
る
。
な
お
、
「
教
育
の
自
由

(

灯

)

の
た
め
の
議
員
の
会
」
の
活
動
は
、
他
の
圧
方
団
体
と
は
異
な
り
、
調
停
の
方
向
に
動
い
た
よ
う
で
あ
る
。
特
に
、
議
員
'
の
会
の
事
務
局
長

内
閣
官
房
と
議
員
の
会
と
の
パ
イ
プ
役
に
な
り
、
両
者
の
交
渉
の
全
過

'
で
、
新
共
和
国
連
合
所
属
元
老
院
議
員
の
プ
レ
ロ

q
E
o
C
は、

程
に
わ
た
り
重
要
な
役
割
を
果
し
た
が
、
こ
れ
は
プ
レ
ロ
が
パ
リ
大
学
教
授
で
憲
法
学
者
・
政
拍
学
者
で
あ
る
と
伺
時
に
政
治
家
で
あ
る
と

(
刊
日
)

・
い
う
こ
と
が
、
原
則
を
擁
護
じ
づ
っ
、
政
治
的
解
決
を
同
僚
に
受
容
さ
せ
る
に
適
し
た
仲
介
者
に
し
た
も
め
と
芳
え
ら
れ
て
い
る
。

一
三
月
一
五
百
の
閣
議
は
四
時
間
以
上
に
も
わ
た
り
、
議
論
の
中
心
は
教
育
の
基
本
原
則
宏
定
め
た
第
一
条
で
あ
り
、
私
学
助
成
支
持
者

の
側
で
は
、
特
に
人
民
共
和
派
の
大
臣
は
、
固
と
契
約
を
締
結
し
た
学
校
に
お
い
て
、
「
教
育
は
学
校
の
固
有
の
性
格
め
尊
重
に
お
い
て
与

え
ら
れ
る
」
と
い
う
条
項
を
入
れ
る
こ
と
を
主
張
し
情
ド
ゴ

l
ル
大
統
領
も
数
回
に
わ
た
り
発
言
し
、
閣
議
で
の
合
意
を
は
か
る
ニ
と
に

-
努
め
た
。
政
府
り
確
定
案
は
、
ド
ブ
レ
突
の
大
き
な
影
響
を
う
け
、
公
教
育
へ
の
統
合
、
協
同
契
約
、
単
純
契
約
台
ニ
う
の
形
態
を
私
立
学

;ft若島:'31(3-4・II• 2'72) 1658 



校
に
提
示
す
る
も
の
宅
あ
る
。
プ
l
ロ
ッ
シ
ュ
国
民
教
育
大
臣
は
、
確
定
案
に
反
対
の
意
向
を
も
ち
、
ド
ブ
レ
首
相
に
会
い
、
単
純
契
約
を

締
結
し
た
学
校
が
拘
束
さ
れ
る
財
政
的
、
教
育
的
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
の
形
態
に
関
し
て
対
案
を
明
ら
か
に
し
、
ま
た
、
補
助
は
教
員
の
給
与
支

払
に
し
か
使
用
で
き
な
い
こ
と
、
そ
の
一
教
育
が
国
民
教
育
省
の
監
督
を
う
け
る
こ
と
を
明
示
す
る
こ
と
を
要
求
し
、
こ
れ
ら
の
点
に
つ
い
て

修
正
さ
れ
な
け
れ
ば
、
法
案
に
署
名
せ
ず
、
大
臣
を
辞
任
す
る
こ
と
を
申
し
出
、
つ
ぎ
に
、
ド
ゴ

l
ル
大
統
領
に
も
法
案
に
反
対
の
意
向
を

明
ら
か
に
し
た
折
、
ド
ゴ

1
ル
夫
統
領
か
ら
は
慰
留
を
う
け
明

政
府
法
案
は
、
一
、
二
月
一
七
日
の
夜
に
国
民
議
会
に
提
出
さ
れ
、
ド
ブ
レ
首
相
と
プ
l
ロ
ッ
シ
ュ
国
民
教
育
大
臣
の
署
名
が
な
さ
れ
て
い

る
。
法
案
の
提
案
理
由
書

J
2
3忽
仏
2
5
0
H広
田
〉
は
、
政
府
が
本
法
案
を
提
出
す
る
に
至
っ
た
理
由
と
し
て
、
国
民
的
統
合
の
た
め
に
学

校
紛
争
を
終
結
さ
せ
る
必
要
が
あ
る
こ
と
を
指
摘
し
て
か
ら
、
財
政
的
に
困
難
な
状
態
に
あ
る
私
立
学
校
に
国
が
財
政
援
助
す
る
に
あ
た
っ

て
は
、

一
方
で
は
ぺ
「
国
は
私
立
学
校
の
人
格
を
変
え
る
こ
と
を
要
求
し
な
い
」
こ
と
、
他
方
で
は
、
「
国
は
国
民
お
よ
び
共
和
国
の
基
本
原

則
へ
の
忠
誠
を
明
ら
か
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
こ
と
が
あ
り
、
問
題
は
、
「
基
本
的
に
は
こ
れ
ら
二
つ
の
要
請
を
調
和
さ
せ
る
よ
う
努
め

フランス1959年私学助成法の制定

る
と
こ
ろ
に
あ
る
」
の
で
あ
る
。

つ
い
マ
、
提
案
理
由
書
は
、
全
一
二
ケ
条
に
わ
た
る
法
案
の
大
綱
を
説
明
し
て
い
る
。
さ
ら
に
、
プ
l
ロ

ッ
シ
ュ
国
民
教
育
大
臣
、
は
、
一
二
月
一
八
臼
の
記
者
会
見
で
は
、
「
我
々
は
、
闘
争
の
法
文
で
は
な
く
、
和
平
と
調
停
の
法
文
を
完
成
す
る
よ

う
努
め
た
」
と
し
、
法
案
に
あ
る
「
単
純
契
約
」
は
、
ラ
ピ

l
委
員
会
の
正
確
な
複
写
で
は
な
く
、
①
法
案
で
は
、
教
育
の
性
質
と
質
を
保

障
す
る
第
一
条
が
、
「
す
べ
て
の
契
約
に
課
さ
れ
る
」
こ
と
、
②
ラ
ピ
l
委
員
会
の
承
認
方
式
が
教
員
の
給
与
の
一
部
分
を
負
担
す
る
の
に

対
し
て
、
「
単
純
契
約
」
で
は
国
が
教
員
の
給
与
の
全
部
を
支
払
う
こ
と
に
な
っ
て
い
る
こ
と
の
二
点
に
お
い
て
異
な
令
て
い
る
ご
と
を
指

摘
し
て
お
り
、
さ
ら
に
、
私
学
助
成
の
み
な
ら
ず
公
教
育
の
改
善
の
重
要
性
を
も
指
摘
し
て
い
る
の
が
注
目
さ
れ
る
。

国
民
議
会
へ
の
私
学
助
成
法
案
の
提
出
に
対
し
、
反
対
派
の

C
N
A
L会
長
は
、
二
一
月
一
八
日
に
記
者
会
見
を
し
、
「
こ
の
法
文
は
真
の
.

詐
欺
を
構
成
す
る
も
の
で
あ
る
。
ブ
l
ロ
ッ
シ
ュ
氏
は
、
素
朴
な
の
か
、
そ
れ
と
も
こ
の
詐
欺
の
共
犯
者
で
あ
る
」
と
批
判
し
、
闘
争
方
針

北法31(3-4・II.2~3)1659 
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弘
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朱
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』
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0
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u
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g
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-
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L
u
g
-
-
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M
E
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目
印
閉
山
戸
叩
宮
口
出
向
山

P
H唱
歌

円

相

g
r
a
g
g

れ
て
い
る
。

(
幻

)
F
O
玄
o
z
p
S
Rば
g
E
r
g
s
g・

(
お
)
目
立
与
・

(
剖
‘
〉

FAW
冨
O
E
O
-
N
O
O
H
N
H
&
8
5
r
B
E
S・

に
、
政
府
法
案
の
提
案
理
由
書
と
法
文
が
掲
載
さ

四

議
会
に
お
け
る
法
案
の
審
議

フランス1959年私学助成法の制定

国
民
議
会
文
化
問
題
委
員
会
に
よ
る
法
案
の
修
正

国
民
議
会
に
提
出
さ
れ
た
私
学
助
成
法
案
は
、
常
任
委
員
会
の
)
つ
で
あ
る
「
文
化
・
家
族
お
よ
び
社
会
問
題
委
員
会
」

内
凶

2
丘
町
田
町

2
2
-
Z弓
-
r
p
p百円
]
E
2
2
8
n
E
S〉
に
付
託
さ
れ
た
。
文
化
問
題
委
員
会
で
は
、
報
告
者
(
『
阻
害
O

ユ2
『
〉
の
選
出
に
つ

(
新
共
和
国
連
合
所
属
)
が
国
民
議
会
本
会
議
で
の
委
員
会
報
告
を
行
う

(1) 

(
B
E
B
F凹
mFOロ

き
合
意
が
得
ら
れ
ず
、
結
局
、
委
員
長
の
デ
ュ
ル
ペ

(
U
R
F
C

こ
と
に
な
っ
た
。

「
教
育
の
自
由
の
た
め
の
議
員
の
会
」
の
会
員
で
あ
る
デ
ュ
ル
ぺ
委
員
長
は
、
ド
プ
レ
首
相
と
会
談
し
、
独
立
派
お
よ
び

人
民
共
和
派
の
代
表
者
と
密
接
な
連
携
の
上
で
、
宗
教
教
育
の
支
持
者
の
側
か
ら
批
判
の
多
か
っ
た
第
一
条
に
つ
い
て
の
修
正
案
を
提
示
し

た
。
こ
れ
は
、
政
府
案
の
第
一
条
を
第
一
条
と
第
一
条
の
二
に
分
け
、
私
立
学
校
の
自
主
性
と
国
の
監
督
と
の
関
係
に
つ
い
て
は
、

一
条
の

北法31(3-4・1I'275)1661 



説

可
以
一
千
に
規
定
す
る
諸
契
約
の
一
つ
を
締
結
し
た
私
立
学
校
に
お
い
で
、
教
育
は
、
す
べ
て
当
該
教
育
の
固
有
の
性
格
を
保
持
L
つ

勺
、
国
家
の
監
督
に
服
す
る
」
と
規
定
す
る
も
の
で
、
政
府
案
の
一
条
二
項
の
「
私
立
学
校
に
お
い
て
は
、
す
べ
て
当
該
学
校
の
固
有
の
性

格
を
維
持
L
つ
つ
、
契
約
制
度
の
下
に
置
か
れ
た
教
育
は
、
国
家
の
監
督
に
服
す
る
」
と
い
う
規
定
を
修
正
し
た
が
、
こ
の
修
正
の
論
点

は
、
私
立
学
校
の
自
主
性
に
つ
い
て
、
「
当
該
教
育
の
固
有
の
性
格
」
(
修
正
案
〉
か
「
当
該
学
校
の
固
有
の
性
格
」
《
政
府
案
)
の
相
違
で

第
一
条
を
私
立
学
校
の
自
由
を
強
調
す
る
方
向
で
根
本
的
に
修
正
す
る
も
の
で
あ
る
。
文
化
委
員
会
に
お
け
る
修
正
案
は
、
賛
成
九
四
票
、

反
対
一
一
一
富
市
〈
社
会
党
一

O
、
急
進
党
一
、
新
共
和
国
連
合
一
)
、
棄
権
一
票
の
圧
倒
的
多
数
で
可
決
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。

こ
で
、

論

政
府
は
・
、
i

一
二
月
二
二
日
夜
の
閣
議
で
、
委
員
余
の
修
正
案
に
つ
い
て
審
議
し
、
委
員
会
の
修
正
案
を
受
諾
す
る
こ
と
な
く
、
政
府
原
案

に
近
い
内
容
の
四
名
の
議
員
(
フ
ォ
ワ
イ
エ
(
明
O
W
向
。
、
ヴ
ァ
ニ
エ
ハ
〈
g
-
m
C、
ド
・
ブ
ロ
グ
リ
1
2
0
回

Em--m)お
よ
び
パ
ケ

(
E
D
5。〉

提
出
の
第
一
粂
修
正
案
を
受
諾
し
た
。
こ
り
修
正
案
は
、
政
府
原
案
の
一
条
三
項
を
二
項
に
、
四
項
を
三
項
に
も
っ
て
き
、
そ
の
代
り
に
、

政
府
原
案
の
ニ
項
を
若
干
の
修
正
を
加
え
て
四
項
に
置
く
も
の
で
あ
が
v
こ
の
修
正
案
と
政
府
原
案
と
の
違
い
に
つ
い
て
、
提
案
者
の
一
人

「
契
約
下
に
置
か
れ
た
学
校
を
含
む
正
規
に
開
校
さ
れ
た
す
べ
て
の
私
立
学
校
を
支
配
す
る

教
育
の
自
由
の
原
則
の
宣
明
に
与
え
ら
れ
た
高
い
地
位
に
よ
っ
て
、
こ
れ
ら
学
校
と
学
校
が
行
う
教
育
と
の
聞
に
四
項
で
定
め
ら
れ
た
結
び

円

6
)

っ
き
に
よ
っ
て
、
修
正
案
ほ
、
私
立
学
校
と
同
様
に
私
立
学
校
で
与
え
ら
れ
る
教
育
の
特
別
の
性
格
を
認
め
る
も
の
で
あ
り
ま
す
」
と
説
明

し
て
、
本
修
正
案
と
委
員
会
修
正
案
と
の
連
続
性
を
強
調
し
て
い
る
。
し
か
し
、
本
修
正
案
の
提
案
者
の
主
観
的
意
図
は
と
も
あ
れ
、
法
文

は
、
.
政
府
原
案
一
色
同
様
に
、
私
立
学
校
の
固
有
の
性
格
を
認
め
る
も
の
で
あ
り
、
政
府
受
諾
修
正
案
は
、
委
員
会
修
正
案
よ
り
も
政
府
原
案

で
あ
る
ヴ
'
ア
ニ
ヱ
は
、
国
民
議
会
"
本
会
議
で
、

に
近
い
も
の
で
あ
る
q

そ
』
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
ブ

l
ロ
ッ
シ
ュ
国
民
教
育
大
臣
は
修
正
案
の
政
府
に
よ
る
受
諾
に
抗
議
し
て
辞
任
し
た
。

そ
の
理
由
は
、
国
家
の
非
宗
教
性
K
つ
い
て
の
彼
の
個
人
的
芳
え
方
と
根
本
的
に
衝
突
す
る
法
律
の
適
用
に
取
り
か
か
る
こ
と
が
で
き
な
い

と
考
え
た
か
ら
-
で
あ
旬
、
そ
、

L
て
、
ま
た
、
こ
の
時
期
に
な
っ
て
辞
任
し
た
の
は
、
ま
ず
、
私
立
学
校
を
国
の
非
常
に
厳
格
な
後
見
に
服

北法31(3-4・n.27.6)1662 



し
、
そ
の
統
合
を
準
備
す
る
と
い
う
彼
の
原
案
に
近
い
も
の
が
政
府
に
よ
っ
て
受
認
さ
れ
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
と
芳
え
て
い
た
か
ら
で
あ

ハ
7
V

り
、
つ
ぎ
に
、
政
府
案
は
多
数
派
の
合
意
が
え
ら
れ
な
い
た
め
可
決
さ
れ
る
こ
と
は
な
い
だ
ろ
う
と
よ
ん
で
い
た
か
ら
と
さ
れ
て
い
る
。

教
育
問
題
に
つ
い
て
の
諮
問
行
政
機
関
で
あ
る
「
国
民
教
育
上
級
評
議
会
」

(nog巴
2
1号
日
舟
守
主
巴
白
色

op
ロ
Eos-£
ほ
、

一
一
一
一
月
二
一
日
に
ブ
i
ロ
ッ
シ
ュ
に
よ
り
招
集
さ
れ
た
が
、
七
五
名
中
三
八
名
の
メ
ン
バ
ー
は
、
同
評
議
会
が
学
校
教
育
に
関
す
る
法
案
に

つ
い
て
は
政
府
か
ら
義
務
的
に
諮
問
を
う
け
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
の
に
、
政
府
は
法
案
提
出
前
に
同
評
議
会
に
諮
問
し
戸
な
か
っ
た
の
は
違

〈

B
)

法
で
あ
る
と
抗
議
し
て
辞
任
し
た
。

ω
国
民
議
会
本
会
議
に
お
け
る
審
議

国
民
議
会
本
会
議
で
の
法
案
の
審
議
は
、
一
二
月
二
三
日
に
行
わ
れ
た
。
プ
l
ロ
ッ
シ
ュ
国
民
教
育
大
臣
の
辞
任
に
よ
り
、
ド
プ
レ
首
相

一
二
月
二
三
日
午
後
二
時
半
に
開
会
さ
れ
た
本
会
議
で
、
.
ま
ず
ド
プ

フランス1959年私学助成法の制定

が
議
会
の
討
論
に
お
い
て
国
民
一
教
育
大
臣
の
任
務
を
臨
時
に
担
っ
た
。

(
9〉

レ
首
相
が
法
案
の
趣
旨
説
明
に
あ
た
っ
た
。

ド
ブ
レ
首
相
は
、
ま
ず
、
問
題
に
対
す
る
基
本
的
な
視
点
と
し
て
、
公
教
育
を
組
織
す
る
こ
と
が
国
の
責
任
で
あ
る
と
い
う
商
色
、
私
立

(
M
N
)
 

学
校
の
教
育
の
自
由
が
本
質
的
な
自
由
で
あ
る
と
い
う
面
と
の
二
つ
の
面
が
あ
る
と
し
て
い
る
。
つ
い
で
、
ラ
ピ

l
委
員
会
の
報
告
は
、

「
理
性
に
よ
っ
て

「
問
題
の
発
展
に
一
つ
の
時
代
を
画
し
た
も
の
」
と
い
う
評
価
と
称
賛
を
与
え
て
、
そ
の
中
で
提
案
さ
れ
た
解
決
策
が
、

鼓
舞
さ
れ
た
合
理
的
解
決
」
で
あ
る
の
に
対
し
て
、
私
立
学
校
を
公
教
育
の
中
へ
統
合
し
よ
う
と
す
る
左
翼
の
司
固
有
化
」

き
ロ
)
構
想
は
、
平
和
と
統
一
の
解
決
で
は
な
く
、
混
乱
と
分
裂
の
原
因
と
な
る
「
空
想
L

合
空
自
身
る
で
あ
り
、
「
我
々
の
民
主
主
義
の

(MV 

基
本
的
な
観
念
に
反
す
る
も
の
で
あ
る
」
と
い
う
批
判
を
加
え
て
い
る
。
そ
し
て
、
理
性
の
解
決
の
た
め
の
結
論
が
、
第
一
一
に
、
私
主
学
校

へ
の
助
成
、
よ
り
正
確
に
は
、
そ
の
努
力
が
共
同
体
の
た
め
に
有
用
な
も
の
で
あ
る
教
師
へ
の
助
成
が
、
「
教
育
の
自
由
の
表
現
を
保
障
す

(
ロ
由
巳
O
ロ
田
口
由
mwl

る
た
め
に
必
要
で
あ
る
」
こ
と
、
第
二
に
、
国
の
助
成
が
、
私
立
学
校
の
教
育
的
質
を
監
視
す
る
国
の
権
利
に
よ
っ
て
補
完
さ
れ
る
と
と

北法31(3-4・耳'277)1663



説

で
、
こ
れ
が
ラ
ピ

l
委
員
会
の
作
業
か
ら
引
き
出
さ
れ
た
主
要
な
結
論
で
あ
る
と
し
て
い
る
。
ド
プ
レ
首
相
は
、
本
法
案
の
性
格
と
し
て
、

〔

uv

次
の
三
点
を
あ
げ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
第
一
に
は
、
寛
容
公
包
含

g
R
)
で
、
国
は
、
私
立
学
校
の
固
有
の
性
格
を
放
棄
す
る
こ
と
を
要

求
し
な
い
が
、
契
約
に
署
名
し
た
私
立
学
校
は
、
「
そ
の
出
生
ま
た
は
そ
の
宗
教
が
ど
の
よ
う
な
も
の
で
あ
れ
、
子
ど
も
の
自
由
な
入
学
お

論

よ
ぴ
良
心
の
自
由
」
を
尊
重
す
る
義
務
を
有
す
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
第
二
の
性
格
は
、
協
力

(
8
0
1『
阻
止

8
〉
で
、
本
法
の
適
用
か
ら

生
ず
る
紛
争
の
解
決
の
た
め
に
調
停
委
員
会
が
設
け
ら
れ
る
こ
と
で
あ
る
。
第
三
に
は
、
こ
の
法
律
が
実
験
を
試
み
る
た
め
の
法
律
と
い
う

こ
と
で
あ
る
。
そ
し
て
、
本
法
案
に
対
す
る
批
判
に
答
え
て
、
本
法
案
の
理
念
が
、

「
国
家
は
、
私
立
学
校
を
廃
止
す
る
権
利
を
有
す
る
も

の
で
な
く
、
教
育
の
自
由
が
経
済
的
理
由
に
よ
っ
て
表
現
で
き
な
い
自
由
で
は
な
い
よ
う
に
す
る
義
務
さ
え
有
す
る
」
こ
と
、
お
よ
び
「
国

家
は
、
公
教
育
に
対
決
し
て
恒
常
的
な
競
争
相
手
に
な
る
新
し
い
建
造
物
の
人
工
的
組
織
化
に
よ
っ
て
、
根
本
的
な
国
民
的
分
裂
を
創
り
出

〈
日
〉

す
権
利
を
有
す
る
も
の
で
も
な
い
」
こ
と
に
あ
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
て
い
る
。
ド
プ
レ
首
相
は
、
最
後
に
、

「
私
は
国
民
の
代
議
士

2
8己
H
b印
円

F
E
E
t
oろ
で
あ
る
皆
様
方
に
訴
え
ま
す
。
皆
様
方
は
、

こ
の
法
案
を
皆
様
方
の
宗
教
的
信
念
や
不
可
知
論
的
観
念
に
よ
っ

て
判
断
し
て
は
い
け
ま
せ
ん
。
皆
様
方
は
、
こ
の
法
案
を
皆
様
方
が
代
表
し
て
い
る
県
や
選
挙
区
へ
の
影
響
に
よ
っ
て
判
断
し
て
は
い
け
ま

せ
ん
。
:
:
:
不
動
の
か
つ
大
き
な
任
務
な
の
で
す
。
:
・
・
:
私
立
学
校
と
の
新
し
い
関
係
を
定
め
る
た
め
の
法
案
は
、
皆
様
方
の
業
績
の
新
し

い
一
ペ
ー
ジ
を
聞
く
も
の
で
、
新
し
い
ぺ

l
ジ
は
ま
だ
白
紙
で
あ
り
ま
す
が
、
間
も
な
く
、
国
家
の
利
益
に
お
い
て
、
自
由
の
利
益
に
お
い

(

M

)

 

て
、
す
な
わ
ち
国
民
の
利
益
に
お
い
て
室
聞
き
込
ま
れ
る
よ
う
私
達
が
強
く
望
ま
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
」
と
述
べ
た
。
こ
の
演
説
に
対
し

て
、
左
派
、
中
道
派
、
右
派
の
議
員
が
立
ち
上
が
り
、
長
い
間
拍
手
し
た
の
に
対
し
て
、
社
会
党
お
よ
び
共
産
党
の
最
左
翼
の
席
か
ら
は
、

「
非
宗
教
的
学
校
万
歳

(
5
2
宗

g
r
E
Aロ
土
)
。
僧
侶
を
倒
せ
(
〉

r
S
F
s
-
0
2刊
一
)
」
の
声
が
あ
が
っ
た
こ
と
が
議
事
録
に
記
載
さ

(
日
〉

れ
て
い
る
。

(
凶
〉

ド
プ
レ
首
相
の
演
説
に
続
い
て
、
文
化
問
題
委
員
会
を
代
表
し
て
委
員
長
の
デ
ュ
ル
ベ
が
委
員
会
報
告
を
口
頭
で
行
な
っ
た
。
デ
ュ
ル
べ

北法31(3-4・II'278)1664 



は
報
告
の
初
め
に
、

「
皆
様
方
の
拍
手
を
士
き
起
し
た
才
能
を
も
ち
、
国
民
的
統
一
を
維
持
し
よ
う
と
す
る
者
す
べ
て
の
同
意
を
獲
得
す
ぺ

き
信
念
と
確
信
を
も
っ
た
首
相
に
よ
り
分
析
さ
れ
、
説
明
さ
れ
た
主
題
を
再
び
取
り
上
げ
る
こ
と
は
報
告
者
に
と
っ
て
大
変
難
し
い
こ
と
で

あ
る
ニ
と
は
す
ぐ
お
分
り
い
た
だ
け
る
も
の
と
思
い
ま
す
」
と
述
べ
て
か
ら
、
法
案
の
趣
旨
と
そ
れ
に
文
化
問
題
委
員
会
が
賛
成
し
た
理
由

を
説
明
し
た
。

一
般
討
議
の
前
に
、
国
民
議
会
議
事
規
則
九
一
条
三
項
に
基
づ
い
て
、
憲
法
違
反
を
理
由
と
す
る
受
理
不
能
の
異
議
守
忠
告
巴

g
E『
3
2・

S
E
E
b
)
お
よ
び
審
議
す
る
必
要
が
な
い
旨
決
定
さ
せ
る
こ
と
を
求
め
る
先
決
問
題
の
動
議

2
5
2
3ロ
胃
E
V立
与
が
出
さ
れ
た
。
憲
法

フランス1959年私学助成法の制定

違
反
を
理
由
と
す
る
受
理
不
能
の
異
議
は
、
社
会
党
議
員
団
を
代
表
し
て
フ
ェ
ル
ナ
ン
・
デ
ュ
シ
ャ
ト
オ

(
3
5
g仏ロ
5
E
8
2
)
に
よ

っ
て
提
案
さ
れ
た
も
の
で
、
本
法
案
が
共
和
国
の
非
宗
教
的
性
格
を
規
定
し
た
憲
法
二
条
に
反
す
る
と
い
う
の
で
あ
る
。
デ
ュ
シ
ャ
ト
オ
に

よ
る
と
、
法
案
第
二
条
の
私
立
学
校
の
「
教
育
の
固
有
の
性
格
」
と
憲
法
二
条
の
国
家
の
非
宗
教
性
の
原
則
が
矛
盾
す
る
と
す
る
も
の
で
、

共
和
国
の
非
宗
教
的
性
格
は
、
「
国
家
の
諸
制
度
の
仲
介
に
よ
っ
て
、
何
ら
か
の
宗
教
な
い
し
党
派
の
活
動
な
い
し
喧
伝
に
も
た
ら
し
う

る
、
あ
ら
ゆ
る
形
態
の
直
接
的
な
い
し
間
接
的
援
助
を
禁
止
す
る
」
と
い
う
解
釈
に
立
っ
て
い
る
。
ま
た
、
法
案
第
二
一
条
で
、

低
ラ
イ

ン
、
高
ラ
イ
ン
お
よ
び
モ

i
ゼ
ル
県
に
本
法
が
適
用
さ
れ
な
い
と
規
定
し
て
い
る
の
は
、
共
和
国
の
不
可
分
一
体
性
に
反
す
る
と
い
う
の
で

ハ
刊
日
〉

あ
る
。
こ
の
受
理
不
能
の
異
議
の
投
票
結
果
は
、
賛
成
六

O
票
、
反
対
四
四
八
票
で
否
決
さ
れ
た
。
先
決
問
題
の
動
議
は
、
共
産
党
の
フ
ラ

ン
ソ
ワ
・
ピ
ル

l
(
F
8
3
2
回
号
ロ
ろ
か
ら
提
出
さ
れ
た
も
の
で
、
本
法
案
が
「
我
が
国
の
民
主
的
伝
統
に
直
接
か
つ
絶
対
的
に
矛
盾

す
る
」
こ
と
を
理
由
と
し
、
共
和
国
お
よ
び
学
校
の
非
宗
教
化
を
主
張
し
た
。
動
議
の
投
票
結
果
は
、
賛
成
五
四
葉
、
反
対
四
五
一
票
で
否

(
却
)

決
さ
れ
た
。
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説

一
般
討
議
で
は
、

一
四
名
の
議
員
が
発
言
し
、
最
後
に
ド
ブ
レ
首
相
が
答
弁
に
あ
た
っ
た
。
共
和
国
の
非
宗
教
化
の
立
場
か
ら
法
案
に
反

対
す
る
発
言
を
し
た
の
は
、
社
会
党
の
ギ
ィ
・
モ
レ
、
シ
ャ
ル
ル
・
プ
リ
ヴ
ァ
ハ

(UEユ
g
p
-
4由
。
、
ル
ネ
・
シ
ュ
ミ
ッ
ト
(
同
州
市
忠

ω
n
r
s
E
)、

論

急
進
在
会
党
φ
ル
、
ネ
・
ピ
レ
l
ル
(
河
内
忠
臣
官
お
る
で
あ
る
。
ド
プ
レ
首
相
の
演
説
日
答
え
る
形
で
、

(

幻

〉

た
、
ギ
ィ
・
モ
レ
の
発
言
の
要
点
は
次
の
よ
う
な
も
の
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
①
フ
ラ
ン
ス
で
は
こ
の
五

O
年
来
宗
教
的
対
・
立
が
和
ム
同
さ
れ

一
般
討
議
の
最
初
に
演
檀
に
立
つ

て
き
て
い
る
の
に
、
本
法
集
は
国
論
の
分
裂
を
招
来
さ
せ
る
も
の
で
あ
る
こ
と
、
@
一
一
九

O
五
年
の
政
教
分
離
法
は
¥
町
す
ポ
で
の
者
の
た
'

め
の
良
心
の
自
由
、
そ
こ
か
ら
国
家
の
非
宗
教
化
が
引
き
出
さ
れ
る
教
会
と
国
家
の
必
然
的
な
分
離
、
す
べ
て
の
宗
教
の
自
由
な
活
動
」
の

三
原
則
に
基
礎
を
置
い
て
お
り
、
第
五
共
和
制
窟
法
二
条
は
こ
の
三
原
則
を
再
現
し
た
も
の
で
あ
る
が
、
本
法
案
は
教
会
と
国
家
の
分
離
原

則
に
違
反
す
る
の
で
あ
る
か
ら
、
国
民
議
会
議
長
か
、
元
老
院
議
長
か
、
そ
れ
も
駄
目
な
ら
大
統
領
が
憲
法
院
に
提
訴
す
る
こ
と
を
強
く
希

望
す
る
こ
と
、
③
我
々
は
教
育
の
自
由
を
、
「
一
の
信
念
を
も
つ
に
至
っ
た
す
べ
て
の
者
が
、
こ
の
信
念
の
性
格
が
哲
学
的
・
な
も
の
で
あ

れ
、
宗
教
的
な
も
の
で
あ
れ
、

は
た
ま
た
政
治
的
な
も
の
で
す
ら
あ
れ
、
自
由
に
、
自
己
の
見
解
を
広
め
る
可
能
性
を
宥
し
、

教

え

る

権

教
育
の
自
由
は
各
人
い

自
由
が
実
質
的
に
保
障
さ
れ
る
権
利
ま
で
認
め
る
も
の
で
な
い
こ
と
、
④
新
し
い
多
数
派
が
国
家
と
教
会
と
の
完
全
な
分
離
に
再
び
着
手
す

利
、
自
己
の
信
念
を
共
有
さ
せ
よ
う
と
試
み
る
権
利
を
有
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
」

も
の
と
理
解
し
て
い
る
が
、

る
こ
と
が
将
来
起
り
う
る
こ
と
で
あ
る
。
最
後
の
点
に
つ
い
て
は
、
ル
ネ
・
シ
ュ
ミ
ッ

b
も、

ハ
nv

際
に
は
、
我
々
は
教
育
を
国
有
化
す
る
で
あ
ろ
う
」
と
述
べ
て
、
教
育
の
国
有
化
に
対
す
る
左
翼
の
基
本
的
芳
え
方
を
明
ら
か
に
し
て
い

「
我
々
が
こ
の
国
民
議
会
で
多
数
を
占
め
た

る。
こ
.
れ
に
対
し
て
、
私
立
学
校
‘
へ
、
の
国
庫
補
助
に
賛
成
の
立
場
か
ら
の
代
表
的
論
者
は
、
「
教
育
の
自
由
の
た
め
の
議
員
の
会
L

会
長
で
あ
る
，

独
立
派
の
ボ
ス
カ
リ
H
モ
ン
セ
ル
ヴ
ァ
ン
お
よ
び
ア
ン
リ
・
ト
レ
モ
レ
・
ド
・
ヴ
ィ
レ
(
出
向
ロ
ユ
寸
忍
5
0
H
a
円
山
由
〈
三
日
る
で
、
そ
の
他
、

新
共
和
国
連
ム
尺
独
立
派
、
人
・
民
共
和
派
め
議
皿
が
こ
の
立
場
か
ら
発
言
し
た
。
私
立
学
校
へ
め
国
庫
補
助
賛
成
者
の
こ
の
法
案
に
対
ず
る

北法引く3-4・n. ?8p)，1666 



「
教
育
の
自
由
の
た
め
の
議
員
の
会
」
の
幹
事
会
が
法
案
に
賛
成
投
票
を
す
る
よ
う
に
決
め
た
の
は
、
ド
ブ
レ
首

(
n
v
 

相
が
一
般
討
議
の
最
後
に
演
壇
に
再
び
-
立
っ
た
午
前
一
時
頃
で
あ
る
。
法
案
に
も
っ
と
も
批
判
的
な
発
言
を
し
た
の
は
、
ト
レ
モ
レ
・
ド
・

(

M

)

 

ヴ
ィ
レ
で
、
次
の
よ
う
に
彼
は
発
言
し
-
て
い
る
。

態
度
は
ま
だ
不
確
定
で
、

「
今
日
の
午
後
、
首
相
閣
下
、
あ
な
た
は
、
形
式
に
お
け
る
と
同
時
に
原
則
の
次
元
に
お
い
て
、
我
々
に
、

一
方
で
は
あ
な
た
に
耳
を
傾

け
る
大
き
な
喜
び
と
、
他
方
で
は
あ
な
た
が
我
々
と
共
に
あ
る
と
い
う
確
信
を
与
え
た
す
ば
ら
し
い
演
説
を
行
な
い
ま
し
た
。
じ
か
し
、
ぁ

な
た
が
我
々
に
付
託
し
た
法
案
は
、
あ
な
た
が
述
べ
た
こ
と
に
全
く
答
え
て
お
り
ま
せ
ん
し
、
あ
な
た
の
多
数
派
の
、
控
え
目
で
あ
る
が
基

フランス1959年私学助成法の制定

本
的
な
意
思
は
そ
こ
に
全
く
見
い
出
さ
れ
ま
せ
ん
。
確
か
に
、
法
案
は
教
育
の
自
由
の
尊
重
と
私
立
学
校
に
お
け
る
そ
の
行
使
の
保
障
を
宣

言
し
て
い
ま
す
が
、
法
案
の
全
体
の
構
造
は
こ
の
宣
言
と
反
対
の
も
の
に
な
っ
て
お
り
ま
す
。
と
申
し
ま
す
の
は
、
こ
の
法
案
は
、
私
学
教

育
特
有
の
、
現
実
的
か
つ
根
本
的
性
格
を
保
持
す
る
た
め
に
望
ま
れ
る
手
段
を
、
他
方
で
は
教
育
の
自
由
を
擁
護
す
る
に
閣
有
の
措
置
を
規

?
定
し
て
い
な
い
か
ら
で
あ
り
ま
す
。
反
対
に
、
こ
の
法
案
を
読
み
ま
す
と
、
こ
の
法
案
の
確
か
な
目
的
は
す
べ
て
の
学
校
の
漸
進
的
な
国
家

化
(
公
主
由
主
。
ロ
)
で
あ
り
、
こ
の
法
案
の
最
終
的
到
達
点
は
完
全
な
非
宗
教
化
令
色
口
正

S
S
F
)
と
絶
対
的
な
国
家
独
占
で
あ
る
と
い
、
う

印
象
を
う
け
る
の
で
あ
り
ま
す
」

最
後
の
ド
プ
レ
首
相
の
発
言
は
、
一
方
で
は
、
ギ
ィ
・
モ
レ
お
よ
び
社
会
党
議
員
の
批
判
に
、
他
方
で
は
、
私
立
学
校
の
擁
護
者
の
批
判

(
お
)

に
答
え
る
も
の
で
あ
る
。
社
会
党
議
員
か
ら
の
批
判
を
、
ド
プ
レ
首
相
は
、
共
和
国
の
基
本
原
則
を
無
視
す
る
こ
と
、
国
民
的
統
一
に
反
す

る
こ
と
の
二
点
に
要
約
し
反
論
し
て
い
る
。
第
一
の
国
家
の
非
宗
教
性
の
原
則
違
反
に
つ
い
て
は
、
非
宗
教
性
の
原
則
を
、
「
自
己
の
介
入
(mv 

の
理
由
ま
た
は
自
己
の
政
策
の
目
的
を
国
民
的
利
益
以
外
の
も
の
を
求
め
る
、
す
べ
て
の
勢
力
、
す
べ
て
の
権
力
に
対
す
る
国
家
の
独
立
」

と
把
握
し
て
、
非
宗
教
化
の
確
か
な
結
果
と
し
て
、
公
役
務
の
他
の
す
べ
て
の
活
動
に
対
す
る
優
位
と
い
う
こ
と
が
あ
る
が
、
教
育
に
関
じ

七
、
公
教
育
の
優
位
は
本
議
会
に
お
い
て
誰
か
ら
も
異
議
を
唱
え
ら
れ
て
い
な
い
と
考
え
る
と
し
て
い
る
。
第
二
の
国
民
的
統
-
一
に
反
す
v

る

北法31(3-4・'rr'281):1667 



説

と
い
う
批
判
に
対
し
て
は
、
公
立
学
校
と
私
立
学
校
と
の
こ
元
主
義
を
認
め
、
私
立
学
校
に
補
助
を
与
え
る
こ
と
こ
そ
が
国
民
的
統
一
に
資

す
る
も
の
で
あ
る
と
反
論
し
て
い
る
。
私
立
学
校
の
擁
護
者
か
ら
の
、
本
法
案
が
教
育
の
漸
進
的
固
有
化
を
も
た
ら
す
と
い
う
批
判
に
対
し

て
は
、
私
立
学
校
の
固
有
の
性
格
の
保
障
に
よ
っ
て
私
立
学
校
の
自
由
が
尊
重
さ
れ
る
こ
と
を
繰
り
返
し
述
べ
て
い
る
。

員命

そ
し
て
、
ド
ブ
レ
首
相
は
表
決
に
つ
い
て
、
憲
法
四
四
条
三
項
の
規
定
に
基
づ
い
て
、
政
府
原
案
に
政
府
が
受
諾
し
た
修
正
案
の
み
を
加

え
た
法
案
を
全
体
と
し
て
一
回
の
表
決
で
議
決
す
る
一
括
投
票
を
要
求
し
た
。
政
府
が
受
諾
し
た
修
正
案
の
う
ち
、
最
も
重
要
な
も
の
は
、

前
述
の
フ
ォ
ワ
イ
エ
、
パ
ケ
、
ヴ
ァ
ニ
エ
お
よ
び
ド
・
ブ
ロ
グ
リ
ー
に
よ
っ
て
署
名
さ
れ
た
、
第
一
条
に
つ
い
て
の
六
六
号
修
正
案
で
あ

る
。
こ
の
修
正
案
が
先
に
述
べ
た
よ
う
に
国
民
教
育
大
臣
プ
l
ロ
ッ
シ
ュ
の
辞
任
の
理
由
に
な
っ
た
も
の
で
あ
る
。
そ
の
他
の
修
正
案
は
、

低
ラ
イ
ン
、
高
ラ
イ
ン
お
よ
び
そ

l
ゼ
ル
県
に
本
法
の
適
用
の
余
地
を
認
め
た
も
の
の
ほ
か
は
、
規
定
の
表
現
の
改
善
に
か
か
わ
る
小
さ
な

も
の
で
あ
る
。

一
般
討
議
の
終
了
後
、
国
民
議
会
議
事
規
則
九
一
条
五
項
に
基
づ
い
て
、
社
会
党
の
議
員
よ
り
法
案
の
所
管
委
員
会
へ
の
再
付
託
動
議
が

提
出
さ
れ
た
。
こ
の
動
議
の
提
案
理
由
は
、
①
「
国
民
教
育
上
級
評
議
会
」
へ
の
諮
問
が
一
九
四
六
年
五
月
一
八
日
法
一
一
条
の
適
用
に
よ

り
な
さ
れ
る
べ
き
で
あ
っ
た
こ
と
、
②
こ
の
よ
う
な
諮
問
が
政
府
に
よ
っ
て
な
さ
れ
な
か
っ
た
こ
と
に
よ
り
、
文
化
問
題
委
員
会
お
よ
び
国

民
議
会
が
審
議
を
違
っ
た
方
向
に
導
き
う
る
最
も
高
度
の
重
要
性
を
も
っ
た
技
術
的
意
見
を
欠
い
て
い
た
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
に
対
し
て
政

府
は
、
国
民
教
育
上
級
評
議
会
へ
の
諮
問
に
つ
い
て
は
、
法
案
の
提
出
後
で
あ
る
が
、
議
会
の
討
議
の
開
始
前
に
会
議
が
聞
か
れ
た
と
答
え

て
い
る
。
動
議
の
表
決
の
結
果
は
、
賛
成
七

O
票
、
反
対
四
三
三
票
で
否
決
さ
れ
た
。

法
案
の
逐
条
審
議
は
、
第
一
条
か
ら
一
二
条
ま
で
迅
速
に
行
わ
れ
た
。
第
一
条
に
つ
い
て
、
共
産
党
の
ピ
ル

l
お
よ
び
カ
ン
ス
(
の

2
2〉

に
よ
っ
て
提
案
さ
れ
た
、
第
一
条
を
子
ど
も
の
教
育
を
受
け
る
権
利
と
公
教
育
を
組
織
す
る
国
の
義
務
を
規
定
し
た
条
文
に
よ
っ
て
置
き
換

え
る
修
正
案
の
他
は
、
文
化
問
題
委
員
会
を
代
表
し
て
デ
ュ
ル
べ
に
よ
っ
て
提
案
さ
れ
た
三
七
号
修
正
案
、
お
よ
び
そ
れ
に
若
干
の
修
正
を
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加
え
政
府
に
よ
っ
て
受
諾
さ
れ
た
六
六
号
修
正
案
が
出
さ
れ
た
が
、
こ
の
う
ち
委
員
会
の
修
正
案
は
撤
回
さ
れ
た
。
ピ
ル

l
お
よ
び
カ
ン
ス

修
正
案
に
つ
い
て
、
カ
ン
ス
は
、
一
九

O
五
年
の
政
教
分
離
法
が
「
共
和
国
は
、
い
か
な
る
宗
教
に
対
し
て
も
、
こ
れ
を
承
認
し
、
給
与
を

支
払
い
、
補
助
を
与
え
て
は
い
け
な
い
」
と
し
て
い
る
の
に
、
宗
派
学
校
に
補
助
を
与
え
る
こ
と
は
、

一
の
宗
教
に
補
助
を
与
え
る
こ
と
に

な
り
、
私
立
学
校
の
「
固
有
の
性
格
」
と
い
う
場
合
の
私
立
学
校
の
固
有
性
は
ま
さ
に
宗
教
教
育
を
施
す
こ
と
で
あ
る
か
ら
原
案
に
反
対
で

あ
る
と
し
て
い
一
物
政
府
に
よ
っ
て
受
諾
さ
れ
た
第
一
条
に
つ
い
て
の
六
六
号
修
正
案
に
つ
い
て
、
提
案
者
の
一
人
で
あ
る
ヴ
ァ
ニ
エ
は
、

先
に
述
べ
た
よ
う
に
、
本
修
正
案
に
よ
っ
て
、
私
立
学
校
の
教
育
の
自
由
に
よ
り
高
い
地
位
を
与
え
よ
う
と
す
る
修
正
案
の
意
味
を
明
ら
か

に
し
て
い
る
。

逐
条
審
議
の
後
、
一
二
月
二
四
日
の
午
前
二
時
五
五
分
に
休
憩
が
あ
り
、
午
前
三
時
半
に
会
議
は
再
開
さ
れ
た
。
投
票
に
つ
い
て
、
各
党

派
を
代
表
す
る
議
員
か
ら
態
度
表
明
が
な
さ
れ
た
。
人
民
共
和
派
の
モ
l
リ
ス
・
シ
モ

l
ネ
(
云
自
己
s
g
B
Oロ
ロ
立
)
は
、
本
法
案
が
修
正

に
よ
っ
て
第
一
条
の
不
明
確
さ
が
な
く
な
り
、
賛
成
し
う
る
も
の
に
な
っ
た
こ
と
を
明
ら
か
に
し
、
独
立
派
の
ボ
ス
カ
リ
l
H
モ
ン
セ
ル
ヴ

フランス1959年私学助成法の制定

ァ
ン
は
、
本
法
案
に
賛
成
投
票
を
す
る
こ
と
に
龍
賭
す
る
同
僚
の
気
持
を
自
分
は
完
全
に
理
解
で
き
る
が
、
特
に
ド
ブ
レ
首
相
の
演
説
に
よ

っ
て
法
案
が
私
立
学
校
教
育
の
方
向
と
意
味
を
変
え
る
も
の
で
な
い
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
の
で
賛
成
す
る
に
至
っ
た
と
し
、
新
共
和
国

連
合
の
議
員
団
長
で
あ
る
テ
ル
ノ
ワ
ー
ル
は
、
「
新
共
和
国
連
合
議
員
団
の
メ
ン
バ
ー
は
大
挙
し
て
賛
成
投
票
す
る
」
こ
と
を
明
ら
か
に
し

た
の
に
対
し
て
、
社
会
党
の
フ
ラ
ン
シ
ス
・
リ
l
ン
ハ
ル
ト

(FEn-田
C
B
E
E
C
は
法
案
に
反
対
す
る
立
場
を
明
ら
か
に
し
(
m
v

表
決
は
、
記
名
投
票
で
行
わ
れ
た
。
投
票
の
結
果
は
、
賛
成
四
二
七
菜
、
反
対
七
一
富
市
の
圧
倒
的
多
数
で
法
案
が
可
決
さ
れ
た
。
一
八
名

(
鈎
〉

の
議
員
が
棄
権
し
、
三
六
名
が
投
票
に
参
加
し
な
か
っ
た
。
党
派
別
の
投
票
内
訳
で
は
、
新
共
和
国
連
合
(
賛
成
一
九
三
、
反
対
三
、
棄
権

五
、
不
参
加
八
)
、
独
立
派
(
賛
成
一
一
四
、
反
対
二
、
棄
権
二
、
不
参
加
一
)
、
人
民
共
和
派
(
賛
成
五
一
一
、
棄
権
三
、
不
参
加
二
)
、

土と
ノ、
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説

の
各
党
派
が
賛
成
す
る
側
を

和
国
統
一
派
(
賛
成
三

O
、
棄
権
一
、
不
参
加
一
四
)
、
民
主
同
志
会
〈
賛
成
二
二
、
棄
権
二
、
不
参
加
一
)

構
成
し
た
の
に
対
し
て
、
社
会
党
(
反
対
四
四
〉
お
よ
び
共
産
党
(
反
対
一

O
〉
が
反
対
す
る
側
を
構
成
し
た
。
急
進
社
会
党
(
賛
成
一
二
、

論

反
対
八
、
棄
権
五
、
不
参
加
一
一
)
は
内
部
で
分
か
れ
た
。

元
老
院
に
お
け
る
審
議

η
3
 

元
老
院
に
お
け
る
審
議
は
一
二
月
二
九
日
に
行
わ
れ
た
。
本
会
議
の
討
議
は
国
民
議
会
と
ほ
ぼ
閉
じ
パ
タ
ー
ン
で
な
さ
れ
た
0

・
ま
ず
、
ド

ハ
氾
)

ア
レ
首
相
の
演
説
に
よ
っ
て
法
案
の
趣
旨
が
説
明
さ
れ
た
。
演
説
の
基
調
は
国
民
議
会
の
そ
れ
と
同
じ
で
、
固
と
私
立
学
校
の
協
力
に
よ
る

「
学
校
の
平
和
の
回
復
」
(
宮
口

5
s
t
g
g
o
E
B
)を
特
に
強
調
し
た
。
文
化
問
題
委
員
会
を
代
表
し
て
、
委
員
長
の
ル
イ
・
グ
白

podF印

(
沼
)

が
報
告
者
に
な
り
、
委
員
会
が
法
案
に
ー
賛
成
し
た
旨
を
報
告
し
た
。

O
B
m
)
 

社
会
党
を
代
表
し
て
エ
ド
ガ
l
・
テ
ラ
l
ド
(
開
仏
関
白
斗
包
医
色
町
田
)
に
よ
っ
て
-
元
老
院
議
院
規
則
四
四
条
二
項
に
基
づ

い
て
提
出
さ
れ
た
受
理
不
能
の
異
議
公
認
由
也
氏
。
ロ
告
円
5
2
4伊
豆
忘
)
と
、
共
産
党
を
代
表
し
て
ジ
ョ
ル
ジ
ュ
・
コ
h

一才
l
爪

C
g
a
g

no何
回
豆
)
に
よ
っ
て
議
院
規
則
四
四
条
三
項
に
基
づ
い
て
提
出
さ
れ
た
先
決
問
題
動
議
(
官
自
己

8
官
宮
釘
立
与
で
あ
っ
た
。
社
会
党
の

受
理
不
能
の
異
議
は
国
民
議
会
で
の
同
じ
動
議
と
同
様
に
本
法
案
が
憲
法
第
二
条
に
違
反
す
る
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
に
対
し
て
、
新

共
和
国
連
合
に
属
し
、
憲
法
学
者
と
し
て
著
名
な
プ
レ
ロ
が
反
論
に
立
ち
、
本
法
案
の
合
憲
性
を
主
張
し
て
い
る
の
が
注
目
さ
れ
る
。
グ

ν

ロ
は
、
憲
法
第
二
条
の
国
家
の
非
宗
教
性
の
原
則
違
反
に
つ
い
て
、
「
私
は
理
論
的
説
明
は
し
な
い
。
そ
れ
は
た
だ
今
首
相
に
与
っ
て
卓
越

し
た
表
現
で
な
さ
れ
た
」
と
し
て
か
ら
、
教
育
の
自
由
が
一
九
五
八
年
憲
法
に
よ
っ
て
再
確
認
さ
れ
て
い
る
一
九
四
六
年
憲
法
前
文
の
一
「
共

「
教
育
の
自
由
が
'
原
則
で
、
独
占
が
例
外

先
決
動
議
は
、

'
和
国
の
諸
法
律
に
よ
っ
て
承
認
さ
れ
た
基
本
原
則
」
の
一
つ
で
あ
り
、
ワ
ラ
ン
ス
法
に
お
い
て
、

「
補
助
の
禁
止
は
原
則
で
は
な
く
、
例
外
で
あ
る
」
こ
と
を
示
し
、
本
法
案
が
現
状
を
何
ら
変
え
る
も
の
で
な
い
こ
と
宏
明
ら

(

お

〉

か
に
し
て
い
る
。
社
会
党
の
受
理
不
能
の
異
議
の
表
決
は
、
賛
成
七
七
票
、
反
対
二
ハ
七
票
で
否
決
さ
れ
た
。

で
あ
り
」
、
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共
産
党
の
コ
ニ
オ
l
の
先
決
問
題
動
議
に
つ
い
て
、
コ
ニ
オ
l
は
本
法
案
が
政
教
分
離
の
原
則
お
よ
び
国
家
の
非
宗
教
性
の
原
則
に
違
反

す
る
こ
と
を
主
張
し
た
。
投
票
の
結
果
は
、
賛
成
六
四
票
、
反
対
一
六
四
票
で
あ
っ
た
。
各
党
、
各
会
派
の
代
表
に
よ
る
一
般
討
議
の
後
、

ド
ブ
レ
首
相
の
答
弁
が
あ
り
、
ド
ブ
レ
首
相
は
国
民
議
会
の
場
合
と
同
様
に
憲
法
四
四
条
に
よ
る
一
括
投
票
を
要
求
し
た
。
一
二
月
一
ニ

O
日

の
午
前
二
時
二

O
分
か
ら
逐
条
討
議
を
迅
速
に
行
い
、
午
前
一
一
一
時
に
表
決
に
付
さ
れ
、
賛
成
一
七
三
票
、
反
対
九
九
票
で
、
国
民
議
会
で
可

決
さ
れ
た
法
案
が
、
修
正
さ
れ
る
こ
と
な
く
元
老
院
で
可
決
さ
れ
た
。
賛
成
一
七
三
票
の
党
派
別
内
訳
は
、
独
立
派
八
八
、
新
共
和
国
連
合

三
九
、
人
民
共
和
派
H
民
主
中
道
派
三
一
、
民
主
左
派
一
三
、
無
所
属
二
で
あ
り
、
反
対
九
九
票
の
内
訳
は
、
社
会
党
五

O
、
民
主
左
派
三

四
、
共
産
党
一
四
、
無
所
属
一
で
あ
碍
w

独
立
派
、
新
共
和
国
連
合
お
よ
び
人
民
共
和
派
が
賛
成
し
た
の
に
対
し
て
、
社
会
党
お
よ
び
共
産

党
が
反
対
し
、
中
道
左
派
の
民
主
左
派
が
、
賛
成
一
三
、
反
対
三
四
に
分
か
れ
た
の
で
あ
る
。

フラソス1959年私学助成法の制定

〈

1
v
r
・〉ロロ品。咽
O
E
S
C
0・
5
沼
句
切
-
M
m
N

は
、
報
告
者
を
選
出
で
き
な
か
っ
た
理
由
と
し
て
、
根
本
に
つ
い
て
の
不
一
致
で
は
な
く
、
恐
ら
く
私
立

学
校
擁
護
派
の
問
の
微
妙
な
せ
り
合
い
の
た
め
と
し
て
い
る
。

(

2

)

円、.〉ロロ品。句
o
z
t
c
g
H曲
目

タ

同

y
g
N
U
F
凹
冨
O
E
O
-
M臼
向
山
小

n
o
g
σ
H
P
S
S
・

ハ
3
〉

F
m
w
Y向
。
国
円
四
0
・
M
ω
伝
n
o
gげ
5
5
g・

ハ
4
)
〉・の
o
d可
o
p
O
M
M
-
n
-
f
H
Y
ω
叶∞・

(
5
〉
第
一
条
に
つ
い
て
、
政
府
原
案
、
委
員
会
修
正
案
の
正
文
は
次
の
通
り
で
あ
る
。

〈
政
府
原
案
〉

第
一
条
国
家
は
、
憲
法
に
お
い
て
定
め
ら
れ
た
諸
原
則
に
従
い
、
公
立
学
校
に
お
け
る
青
少
年
に
対
し
、
あ
ら
ゆ
る
信
条
の
等
し
い
尊
重
の
う
ち

に
、
か
れ
ら
の
能
力
に
適
合
し
た
教
育
を
受
け
る
可
能
性
を
保
障
す
る
。

当
該
学
校
の
固
有
の
性
格
を
保
持
し
つ
つ
、
以
下
に
規
定
す
る
契
約
の
一
つ
を
締
結
し
た
私
立
学
校
に
お
い
て
、
契
約
制
度
の
下
に
置
か
れ
た
教
育

は
、
国
家
の
監
督
に
服
す
る
。
こ
の
教
育
は
良
心
の
自
由
の
完
全
な
尊
重
の
う
ち
に
与
え
ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
す
べ
て
の
児
童
は
、
出
身
、
意

見
ま
た
は
信
条
の
区
別
な
く
、
学
校
に
入
学
で
き
る
。
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説

国
家
は
、
教
育
の
自
由
を
宣
明
し
、
か
っ
こ
れ
を
尊
重
し
、
正
規
に
開
校
さ
れ
た
私
立
学
校
に
お
け
る
こ
の
行
使
を
保
障
す
る
。

国
家
は
、
公
教
育
の
生
徒
に
対
し
礼
拝
と
宗
教
教
育
と
の
自
由
を
保
障
す
る
た
め
に
有
用
な
す
べ
て
の
措
置
を
と
る
。

〈
委
員
会
修
正
案
〉

第
一
条
国
家
は
、
憲
、
法
に
お
い
て
定
め
ら
れ
た
諸
原
則
に
従
い
、
公
立
学
校
に
お
け
る
青
少
年
に
対
し
、
あ
ら
ゆ
る
信
条
の
等
し
い
尊
重
の
う
ち

に
、
か
れ
ら
の
能
力
に
適
合
し
た
教
育
を
受
け
る
可
能
性
を
保
障
す
る
。

国
家
は
、
公
教
育
の
生
徒
に
対
し
礼
拝
と
宗
教
教
育
と
の
自
由
を
保
障
す
る
た
め
に
有
用
な
す
べ
て
の
措
置
を
と
る
。

第
一
条
の
二
国
家
は
、
教
育
の
自
由
を
宣
明
し
、
か
っ
こ
れ
を
尊
重
し
、
正
規
に
開
校
さ
れ
た
私
立
学
校
に
お
け
る
こ
の
行
使
を
保
障
す
る
。

以
下
に
規
定
す
る
契
約
の
一
つ
を
締
結
し
た
私
立
学
校
に
お
い
て
、
契
約
制
度
の
下
に
霞
か
れ
る
教
育
は
、
当
該
教
育
の
固
有
の
性
格
を
保
持
し
つ

つ
、
国
家
の
監
督
に
服
す
る
。

す
べ
て
の
児
童
は
、
出
身
、
意
見
ま
た
は
信
条
の
区
別
な
く
、
学
校
に
入
学
で
き
る
。
契
約
制
度
の
下
に
置
か
れ
た
学
校
に
お
い
て
、
良
心
の
自
由

の
完
全
な
尊
重
を
保
障
す
る
た
め
に
、
生
徒
は
、
両
親
の
要
求
に
基
づ
き
、
礼
拝
と
宗
教
教
育
の
授
業
を
免
除
さ
れ
る
。

(
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首
相
の
確
信
、
そ
の
話
の
格
調
の
高
さ
お
よ
び
彼
が
描
い
た
将
来
の
展
望
は
、
確
か
に

国
民
議
会
を
無
感
動
に
は
さ
せ
て
お
か
ず
、
議
会
は
注
意
深
く
耳
を
傾
け
、
彼
が
演
壇
を
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る
際
に
は
長
い
間
拍
手
喝
采
し
た
」
と
し
て
い
る
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説

関
す
る
一
九
五
九
年
一
二
月
三
一
日
の
法
律
五
九
l
一
五
五
七
号
」
(
「
♀
ロ
。

g
l
Z可
含

出

伝

8
5
σ
5
5
3
2
こ
2
5
3
2
z

円

l
v

g同
円
。

-
d
w同
丘

四

件

-

押

印

公

mwσ-2358宮
内
凶

wgm冊目
∞

5
5
8仲
買

守

臥

白

)

一

九

六

O
年
一
月
一
一

H
三
日
付
官
報
で
公
示
さ
れ
た
。
こ

円

2
V

の
法
律
の
全
文
は
次
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。

と
し
て
、

論

第
一
条
国
家
は
、
憲
法
に
お
い
て
定
め
ら
れ
た
諸
原
則
に
従
い
、
公
立
学
校
に
お
け
る
青
少
年
に
対
し
、
あ
ら
ゆ
る
信
条
の
等
し
い
尊

重
の
う
ち
に
、
か
れ
ら
の
能
力
に
適
合
し
た
教
育
を
受
け
る
可
能
性
を
保
障
す
る
。

国
家
は
、
教
育
の
自
由
を
宣
明
し
、
か
っ
こ
れ
を
尊
重
し
、
正
規
に
開
校
さ
れ
た
私
立
学
校
に
お
け
る
こ
の
行
使
を
保
障
す
る
。

国
家
は
、
公
教
育
の
生
徒
に
対
し
礼
拝
と
宗
教
教
育
と
の
自
由
を
保
障
す
る
た
め
に
有
用
な
す
べ
て
の
措
置
を
と
る
。

以
下
に
規
定
す
る
契
約
の
一
つ
を
締
結
し
た
私
立
学
校
に
お
い
て
、
契
約
制
度
の
下
に
置
か
れ
る
教
育
は
、
国
家
の
監
督
に
服
す
る
。
学

校
は
、
そ
の
固
有
の
性
格
を
保
持
し
つ
つ
、
良
心
の
自
由
の
完
全
な
尊
重
の
う
ち
に
教
育
を
与
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
す
べ
て
の
児
童

は
、
出
身
、
意
見
ま
た
は
信
条
の
区
別
な
く
、
学
校
に
入
学
で
き
る
。

第
二
条

契
約
に
よ
り
国
家
に
拘
束
さ
れ
な
い
私
立
学
校
に
対
す
る
国
家
の
監
督
は
、
校
長
及
び
教
員
の
所
定
資
格
、
学
校
の
責
務
、
公

序
及
び
良
俗
の
尊
重
、
保
健
上
及
び
社
会
上
の
予
防
に
限
定
さ
れ
る
。

第
三
条

私
立
学
校
は
、
公
教
育
に
統
合
さ
れ
る
よ
う
要
求
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

要
求
が
承
認
さ
れ
た
と
き
、
在
職
教
員
は
、
公
教
育
の
枠
内
に
任
官
、
再
編
成
さ
れ
る
か
、
ま
た
は
契
約
教
員
の
資
格
の
ま
ま
教
職
を
持

続
さ
れ
る
か
の
い
ず
れ
か
で
あ
る
。

第
四
条

初
等
段
階
、
中
等
段
階
及
び
技
術
の
私
立
学
校
は
、
承
認
さ
れ
る
べ
き
学
校
困
窮
度
に
あ
る
な
ら
ば
、
公
教
育
へ
の
協
同
契
約

を
国
家
と
締
結
す
る
よ
う
要
求
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

協
同
契
約
は
、
学
校
の
学
年
籾
の
一
部
ま
た
は
全
体
を
対
象
と
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
契
約
の
対
象
と
な
る
学
年
級
に
お
い
て
、
教
育
は

北法31(3-4・II.288)1674 



公
教
育
の
規
則
及
び
教
育
課
程
に
従
っ
て
行
わ
れ
る
。
教
育
は
、
学
校
の
指
導
方
針
に
従
っ
て
、
公
教
育
の
教
員
、
ま
た
は
契
約
に
よ
り
国

家
に
拘
束
さ
れ
た
教
員
に
委
ね
ら
れ
る
。

契
約
下
に
あ
る
学
年
級
の
運
営
費
は
、
公
教
育
の
対
応
学
年
級
の
そ
れ
と
同
一
の
条
件
に
お
い
て
負
担
さ
れ
る
。

学
校
は
、
契
約
の
範
囲
外
の
あ
ら
ゆ
る
活
動
を
自
由
に
編
成
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

初
等
段
階
の
私
立
学
校
は
、
国
家
と
単
純
契
約
を
締
結
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
契
約
に
従
っ
て
、
承
認
を
受
け
た
教
員

は
、
特
に
そ
の
資
格
免
許
状
に
よ
り
、
か
つ
政
令
に
定
め
る
計
算
表
に
よ
っ
て
、
国
家
か
ら
一
定
の
給
与
を
受
け
る
。

こ
の
制
度
は
、
全
国
調
停
委
員
会
の
意
見
を
徴
し
て
、
中
等
段
階
及
び
技
術
教
育
の
私
立
学
校
に
適
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

第
五
条

単
純
契
約
は
、
学
校
の
学
年
級
の
一
部
ま
た
は
全
体
を
対
象
と
す
る
。
と
の
契
約
は
、
国
家
の
教
育
的
監
督
及
び
財
政
的
監
督
を
導
入
す

る
学
校
は
、
次
の
条
件
の
み
を
証
明
す
れ
ば
、
単
純
契
約
を
利
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
学
校
運
営
期
間
、
教
員
の
資
格
、
生
徒
数
、
学
校

施
設
の
衛
生
状
態
。
こ
れ
ら
の
条
件
は
政
令
に
よ
り
明
記
さ
れ
る
。

フランス1959年私学助成法の制定

市
町
村
は
、
政
令
に
よ
り
定
め
ら
れ
る
条
件
に
お
い
て
、
単
純
契
約
を
利
用
す
る
私
立
学
校
の
経
費
負
担
に
参
与
で
き
る
。

県
及
び
他
の
公
人
が
現
行
法
上
有
す
る
諸
権
利
は
侵
害
さ
れ
る
と
と
は
な
い
。

第
六
条
本
法
の
適
用
か
ら
生
ず
る
一
切
の
紛
争
を
管
轄
す
る
調
停
委
員
会
が
各
県
に
設
置
さ
れ
る
。
前
諸
条
文
に
規
定
さ
れ
た
契
約
の

締
結
ま
た
は
契
約
の
執
行
に
関
す
る
い
か
な
る
訴
訟
の
提
起
も
、
県
調
停
委
員
会
に
付
託
さ
れ
た
後
で
な
け
れ
ば
、
こ
れ
を
な
す
こ
と
が
で

き
な
い
。

全
国
調
停
委
員
会
は
、
国
民
教
育
大
臣
の
も
と
に
設
置
さ
れ
る
。

全
国
委
員
会
は
、
文
部
大
臣
が
特
に
県
委
員
会
よ
り
の
提
起
を
受
け
本
委
員
会
に
付
託
し
た
問
題
に
つ
い
て
意
見
を
与
え
る
。

北法31(3-4・n-289)1675 



説

地
方
公
共
団
体
は
、
児
童
の
通
学
す
る
学
校
に
か
か
わ
り
な
く
、
社
会
福
祉
的
性
格
を
も
っ
処
置
に
よ
り
す
べ
て
の
児
童
に
利

益
を
与
え
る
こ
と
が
で
き
る
。

第
七
条

5命

一
九
五
一
年
九
月
二
八
日
の
法
律
五
一
|
一
一
四

O
号
は
、
本
法
律
の
審
署
の
白
か
ら
三
年
後
に
効
力
を
停
止
す
る
。
但
し
全

第
八
条

国
調
停
委
員
会
の
意
見
を
徴
し
た
後
、

か
っ
こ
の
日
付
で
以
上
に
規
定
さ
れ
た
二
類
型
の
契
約
の
一
に
署
名
し
た
私
立
学
校
の
数
を
芳
慮
し

て
、
政
府
は
さ
ら
に
三
年
を
超
え
な
い
期
聞
に
つ
い
て
‘
本
法
律
の
適
用
を
延
期
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
前
第
四
条
及
び
第
五
条
に
よ
り
契

約
下
に
置
か
れ
る
学
年
級
に
通
う
児
童
の
名
義
で
支
払
わ
れ
る
学
校
手
当
の
割
当
の
条
件
は
、
政
令
で
こ
れ
を
定
め
る
。

一
九
五
一
年
九
月
二
八
日
の
法
律
が
効
力
を
停
止
す
る
と
き
、
国
庫
特
別
会
計
を
給
付
す
る
一
般
税
法
典
二
ハ
一
二
条
の
三
規
定
の
財
源

が
持
続
さ
れ
る
。
公
立
学
校
の
た
め
に
用
い
ら
れ
て
い
た
基
金
は
、
当
該
学
校
の
利
益
の
た
め
県
の
自
由
処
分
に
付
さ
れ
る
。
契
約
下
に
置

か
れ
る
学
年
級
に
通
う
児
童
の
家
庭
に
充
当
さ
れ
て
い
た
基
金
は
、
前
第
四
条
ま
た
は
第
五
条
の
適
用
に
よ
り
契
約
に
署
名
す
る
学
校
に
対

し
て
利
用
さ
れ
る
た
め
に
、
地
方
公
共
団
体
の
自
由
処
分
に
付
さ
れ
る
。
全
国
調
停
委
員
会
の
意
見
を
徴
し
た
後
、
学
校
手
当
の
同
等
の
給

付
金
を
、
契
約
に
服
さ
な
い
学
校
、
及
び
学
校
と
し
て
契
約
に
署
名
し
た
が
学
年
級
と
し
て
は
契
約
に
よ
り
支
払
を
受
け
な
い
も
の
を
も
っ

学
校
に
対
し
て
、
支
払
う
こ
と
が
で
き
る
。
当
該
学
校
は
、
国
家
の
教
育
的
及
び
財
政
的
監
督
に
服
す
る
。

第
九
条

第
五
条
に
規
定
さ
れ
る
契
約
は
、
本
法
律
の
審
署
後
、
九
年
間
の
期
間
に
限
り
締
結
さ
れ
う
る
。
但
し
政
府
は
、
全
国
調
停
委

員
会
の
意
見
を
徴
し
た
後
、
こ
れ
を
さ
ら
に
三
年
を
超
え
な
い
期
間
に
つ
い
て
延
長
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

こ
れ
ら
の
期
間
の
い
ず
れ
か
を
経
過
し
た
後
に
進
行
中
の
契
約
は
、
そ
の
契
約
期
限
ま
で
そ
の
効
力
を
も
っ
。

全
国
調
停
委
員
会
は
、
単
純
契
約
制
度
の
満
了
以
前
に
、
本
法
律
の
適
用
に
関
す
る
報
告
書
を
提
出
す
る
。
政
府
は
、
こ
の
制
度
の
延

長
、
修
正
ま
た
は
代
替
の
た
め
の
新
し
い
規
定
を
議
会
に
提
出
す
る
。

一
九
五
五
年
四
月
コ
一
日
の
法
律
第
五
五
|
三
五
九
号
の
施
行
に
先
行
ず
る
期
間
に
つ
い
て
は
、

第

-
O条

コ
ン
セ
イ
ユ
・
デ
タ
議
決
の
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政
令
が
、
い
か
な
る
条
件
、

る
か
を
定
め
る
。

い
か
な
る
範
囲
に
お
い
て
、
手
当
の
追
加
支
給
が
六
歳
未
満
ま
た
は
一
四
歳
以
上
の
児
童
の
名
義
で
な
さ
れ
う

第
一
一
条

コ
ン
セ
イ
ユ
・
デ
タ
の
意
見
を
聴
き
、
閣
議
議
決
の
政
令
が
、
本
法
の
適
用
に
必
要
な
措
置
を
定
め
る
。

本
法
の
第
一
条
の
第
二
項
及
び
第
四
項
な
ら
び
に
第
二
条
か
ら
第
一
一
条
ま
で
は
、
低
ラ
イ
ン
、
高
ラ
イ
ン
及
び
モ

l
ゼ
ル

第
一
二
条

の
諸
県
に
適
用
さ
れ
る
。

第
一
三
条

本
法
律
は
、
ア
ル
ジ
ェ
リ
ア
、
オ
ア
シ
ス
及
び
サ
ハ
ラ
の
諸
県
に
は
適
用
さ
れ
な
い
。

一
九
五
九
年
法
の
主
要
な
内
容
を
ま
と
め
る
と
次
の
よ
う
に
な
る
。
第
一
に
、
第
一
条
で
、
国
家
の
公
教
育
を
組
織
す
る
義
務
、
私
立
学

校
の
教
育
の
自
由
、
公
立
学
校
に
お
け
る
生
徒
の
礼
拝
と
宗
教
教
育
の
自
由
、
私
立
学
校
に
お
け
る
児
童
の
良
心
の
自
由
お
よ
び
思
想
信
条

の
自
由
と
い
っ
た
、
教
育
権
に
関
す
る
基
本
原
則
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
憲
法
前
文
の
教
育
の
自
由
に
対
す
る
沈
黙
を
補
っ
て

い
る
こ
と
で
あ
る
。
第
二
に
、
私
立
学
校
へ
の
助
成
推
進
派
か
ら
の
無
条
件
の
助
成
の
要
求
と
、
左
翼
を
中
心
と
す
る
教
育
の
固
有
化
の
要

フラシス1959年私学助成法の制定

②
公
教
育
へ
の
統
合
(
三

条
〉
、
③
協
同
契
約
(
四
条
)
、
@
単
純
契
約
(
五
条
)
と
い
う
四
つ
の
形
態
の
選
択
の
自
由
を
与
え
て
、
国
庫
補
助
の
大
き
さ
に
応
じ
て
公

的
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
を
強
く
す
る
と
い
う
体
制
を
と
っ
て
、
私
学
助
成
を
認
め
た
こ
と
で
あ
る
。
第
三
に
、

求
の
い
ず
れ
も
斥
け
て
、

一
九
五
九
年
法
は
、
私
立
学
校
に
対
し
て
、
①
助
成
な
し
の
完
全
な
自
由
(
二
条
)
、一

九
五
九
年
法
の
適
用
か
ら
生
ず

る
紛
争
を
処
理
す
る
機
関
と
し
て
、
県
調
停
委
員
会
と
全
国
調
停
委
員
会
を
設
置
し
た
こ
と
で
あ
る
。

(

1

)

』・

0
・・

F
O山
田

兄

島

m
山口同・

0
2・
M
何
時

ω
』
胆
ロ
」
己
目
『

H
m
v
a
p
u・
白
血
・

〈

2
)
日
本
語
訳
と
し
て
は
、
吉
田
正
晴
「
フ
ラ
ン
ス
私
立
学
校
に
対
す
る
国
家
補
助
l
一
九
五
九
年
二
一
月
三
一
日
の
法
律
を
め
ぐ
っ
て
|
」
レ
フ
ァ
レ

ン
ス
一
一
四
号
ハ
一
九
六
O
〉
七
四
l
六
頁
参
照
。
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説

む

す

び

E命

一
九
五
九
年
二
一
月
コ
二
日
法
の
立
法
過
程
の
特
色
は
次
の
よ
う
に
要
約
で
き
る
。

付

一
九
世
紀
後
半
来
、

フ
ラ
ン
ス
社
会
を
二
分
し
て
き
た
国
家
の
非
宗
教
性
の
原
則
(
ラ
イ
シ
テ
)
が
問
題
と
な
っ
た
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー

的
対
立
立
法
で
あ
り
、
国
家
の
非
宗
教
性
の
原
則
と
私
立
学
校
の
教
育
の
自
由
と
い
う
憲
法
問
題
が
論
議
の
中
心
に
な
っ
た
が
、
本
法
律
は
、

国
家
の
非
宗
教
性
の
原
則
と
私
立
学
校
の
教
育
の
自
由
と
の
調
和
を
は
か
る
解
決
策
を
と
っ
た
こ
と
で
あ
る
。

向
日
私
学
助
成
を
推
進
す
る
圧
力
団
体
と
し
て
「
教
育
の
自
由
お
よ
び
文
化
擁
護
の
た
め
の
検
討
事
務
局
」
お
よ
び
「
私
立
学
校
父
母
の

会」

(
A
P
E
L
)
が
、
私
学
助
成
に
反
対
す
る
圧
力
団
体
と
し
て
「
非
宗
教
的
活
動
全
国
委
員
会
」

(
C
N
A
L
)
が
中
心
と
な
っ
て
、

集
会
や
デ
モ
行
進
を
組
織
し
た
り
、
言
論
活
動
を
行
う
こ
と
に
よ
っ
て
、
活
発
な
働
き
か
け
を
行
っ
た
こ
と
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
国
会
議
員

の
過
半
数
が
参
加
し
た
「
教
育
の
自
由
の
た
め
の
議
員
の
会
」
が
結
成
さ
れ
て
、
私
学
助
成
を
推
進
す
る
圧
力
団
体
と
立
法
者
と
の
橋
わ
た

し
を
行
な
い
、
立
法
の
実
現
に
重
要
な
役
割
を
果
し
た
こ
と
で
あ
る
。

立
法
の
準
備
作
業
の
た
め
に
、
政
府
は
私
立
学
校
問
題
を
検
討
す
る
委
員
会
を
設
置
し
た
が
、
こ
の
委
員
会
の
メ
ン
バ
ー
は
、
政
党

や
利
害
関
係
団
体
の
代
表
で
は
な
く
、
独
立
し
た
人
物
が
選
ば
れ
、
そ
の
報
告
書
は
、
問
題
の
現
状
に
つ
い
て
の
客
観
的
分
析
と
、
イ
デ
オ

ロ
ギ
ー
的
選
択
で
は
な
く
、
具
体
的
な
解
決
策
を
提
示
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
立
法
の
基
礎
を
つ
く
っ
た
こ
と
で
あ
る
。
ま
た
、
委
員
長
に

白
就
任
し
た
ラ
ピ

l
お
よ
び
国
民
教
育
大
臣
の
プ
l
ロ
ッ
シ
ュ
が
と
も
に
社
会
党
員
で
あ
る
こ
と
は
、
私
学
助
成
に
反
対
し
教
育
の
固
有
化
を

主
張
す
る
社
会
党
や
教
員
組
合
と
の
合
意
を
政
府
が
期
待
し
て
い
た
こ
と
を
表
わ
し
て
い
る
。

議
会
で
の
審
議
は
、
一
二
月
一
七
日
に
法
案
が
提
出
さ
れ
、

制

}
二
月
二
七
日
に
国
民
議
会
で
可
決
さ
れ
、
ニ
九
日
に
は
元
老
院
で
可
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決
さ
れ
、
そ
し
て
三
一
日
に
大
統
領
に
よ
っ
て
審
署
さ
れ
る
と
い
う
経
過
が
示
す
よ
う
に
、
き
わ
め
て
短
期
間
で
な
さ
れ
た
こ
と
で
あ
る
。

本
会
議
で
の
審
議
は
、
国
民
議
会
、
元
老
院
と
も
に
約
一
二
時
間
で
あ
っ
た
。
表
決
に
あ
た
っ
て
は
、
第
五
共
和
制
憲
法
の
採
用
し
た
一
括

投
票
が
使
用
さ
れ
た
こ
と
が
、
審
議
を
促
進
し
た
制
度
上
の
理
由
で
あ
る
。

つ
ぎ
に
、
こ
の
時
期
に
学
校
問
題
に
一
応
の
決
着
を
つ
け
る
私
学
助
成
法
が
制
定
さ
れ
た
理
由
と
し
て
次
の
点
を
指
摘
で
き
る
。

第
一
に
、
第
二
次
大
戦
後
の
フ
ラ
ン
ス
政
治
地
図
に
お
け
る
、
国
家
の
非
宗
教
性
の
原
則
(
ラ
イ
シ
テ
)
を
主
張
す
る
社
会
党
お
よ
び
共

産
党
を
中
心
と
す
る
左
翼
と
、
教
会
お
よ
び
私
立
学
校
の
側
に
立
つ
人
民
共
和
派
、
ド
ゴ

l
ル
派
お
よ
び
独
立
派
を
中
心
と
す
る
右
翼
H
中

道
派
と
の
勢
力
桔
抗
の
体
制
か
ら
、
第
五
共
和
制
憲
法
下
最
初
の
一
九
五
八
年
一
一
月
の
国
民
議
会
選
挙
に
お
い
て
、
共
産
党
一

O
議
席

(
前
回
一
四
五
)
、
社
会
党
四
回
議
席
(
前
回
九
四
〉
な
ど
友
翼
政
党
が
激
減
し
た
の
に
対
し
て
、
ド
ゴ

l
ル
派
新
党
の
新
共
和
国
連
合
お

よ
び
独
立
派
が
大
幅
に
進
出
し
、
人
民
共
和
派
を
加
え
て
、
私
立
学
校
助
成
に
賛
成
す
る
政
党
が
多
数
派
を
形
成
し
た
こ
と
で
あ
一
勺
こ
の

多
数
派
が
、
自
分
達
の
政
権
が
長
続
き
し
な
い
こ
と
を
恐
れ
て
、
急
い
で
一
九
五
九
年
法
を
制
定
し
た
と
も
い
え
る
の
で
あ
る
。

フランス1959年私学助成法の制定

第
二
に
、

フ
ラ
ン
ス
の
初
等
お
よ
び
中
等
教
育
に
お
け
る
私
立
学
校
の
し
め
る
割
合
の
重
要
性
と
そ
の
財
政
状
態
の
悪
化
で
あ
る
。
ラ
ピ

一
九
五
七
|
一
九
五
八
年
期
に
お
い
て
、
私
立
学
校
に
就
学
す
る
児
童
生
徒
数
は
、
初
等
段
階
に
お
い
て

l
委
員
会
の
報
告
書
に
よ
る
と
、

は
、
全
児
童
数
七
百
一

O
万
四
千
名
の
う
ち
百
九
万
一
千
名
三
五
・
四
%
〉
で
、
そ
の
う
ち
、
カ
ト
リ
ッ
ク
系
が
百
七
万
九
千
名
(
一

五
・
一

Mm)
で
あ
り
、
中
等
段
階
に
お
い
て
は
、
全
生
徒
数
百
一
三
万
九
千
名
の
う
ち
四
四
万
四
千
名
ハ
四

O
M
m〉
で
、
そ
の
う
ち
カ
ト
リ

ツ
ク
系
が
三
八
万
七
千
名
(
三

カ
ト
リ
ツ
ク
系
が
一

(O)
万
七
千
名
(
ご
一
八
.
二
%
)
と
な
っ
て
い
日
付
財
政
状
況
の
悪
化
は
、
私
立
学
校
教
員
に
お
い
て
聖
職
者
が
減
少
し

て
、
聖
職
者
で
な
い
教
員
の
給
与
の
支
払
い
と
、
教
育
の
民
主
化
に
伴
っ
て
私
立
学
校
が
も
は
や
高
い
授
業
料
を
負
担
で
き
る
裕
福
な
家
庭

の
子
弟
の
た
め
の
も
の
で
は
な
く
な
っ
た
こ
と
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。
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説

第
三
に
、
私
立
学
校
の
教
育
の
自
由
の
観
念
が
、
国
家
か
ら
の
白
白
と
い
う
側
面
だ
け
で
は
な
く
、
国
家
に
経
済
的
保
障
を
要
求
す
る
側

面
を
加
え
て
理
解
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
で
あ
る
。
ド
プ
レ
首
相
が
国
民
議
会
で
行
っ
た
、
私
立
学
校
へ
の
助
成
が
、

「
教
育
の
自
由

論

の
表
現
を
保
障
す
る
た
め
に
必
要
で
あ
る
」
と
い
う
説
明
が
一
般
に
受
け
入
れ
ら
れ
た
の
で
あ
る
。

(

1

)

一
九
五
八
年
-
一
月
の
国
民
議
会
の
選
挙
結
果
に
つ
い
て
は
、
中
木
康
夫
・
フ
ラ
ン
ス
政
治
史
下
(
一
九
七
六
)
五
五

i
六
四
頁
参
照
。

〈

2
〉』・・〉・

F
向白
N
伊『白血・。同
M
-
n
』
?
同
y

申・

前
述
の
一
九
五
九
年
法
の
国
民
議
会
に
お
け
る
審
議
に
際
す
る
社
会
党
の
ル
ネ
・
シ
ュ
ミ
ッ
ト
の
「
我
々
が
こ
の
国
民
議
会
で
多
数
を
占
め
た
際
に

は
、
我
々
は
教
育
を
国
有
化
す
る
で
あ
ろ
う
」
と
い
う
発
言
も
こ
れ
を
物
語
っ
て
い
る
。

(

3

)

問
山
田
沼
司

0
3
札
口

b
E・。匂
-nx-
℃

-
H
2
1
5印・

(
4
〉
]
・
〉
・

ζ
宮
町
2
・
o
u・
2
・・同
y

に
1
5
.

付
記

本
研
究
に
対
し
て
、
昭
和
五
四
年
度
文
部
省
科
学
研
究
費
補
助
金
〈
一
般
研
究
D
)
の
交
付
を
受
け
た
。
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Hokkaido L. Rev. 

L'elaboration de la loi scolaire du 31 decembre 

1959 en France 

Mutsuo NAKAMURA* 

La France s'est divisee en deux camps autour de la ((question 

scolaire)) en particulier apres la seconde guerre mondiale. La droite 

(gaul1istes， independants， M.R.P.) demande l'aide de l'Etat pour 

l'ecole privee. La gauche (socialistes， communistes) s'y oppose et 

elIe revendique la nationalisation de l'enseignement. La loi du 31 

decembre 1959， dite loi Debre tente une reforme totale des rapports 

de l'Etat avec l'enseignement prive. La loi offre trois possibiIites 

aux etablissements d'enseignement prive. La premi色reest l' inte-

gration de l'etablissement dans l'enseignement public. La seconde 

est la liberte totale sans l'aide de l'Etat. La troisiさmepresente une 

veritable innovation. L'etablissement peut beneficier d'une aide 

financi色reen contrepartie d'un controle de l'Etat par la conclusion 

d'un contrat entre 1モtablissementet l'Etat. Cette solution se suト

divise en deux formules distinctes， le contrat d'association et le 
contr叫 simpleen raison du contenu du contrat. 

Cet article traite de la procedure legislative de la loi du 31 

decembre 1959; iI analyse la preparation et 1モlaborationdu projet 

de loi par le gouvernement， les activites et les mouvements des 

partis politiques et des groupes de pression， et les debats parlemen-

taires. On peut faire les remarques suivantes a propos des carac-

teristiques de la procedure legislative de cette loi; 

1) Les d品batsconstitutionnels sont au centre des querel1es. 

Les defenseurs de l'enseignement pub1ic affirment que l'aide de l'Etat 

a l'ecole pr知的 estcontraire a la laicit岳dela R句ubliqueconsacree 

par l'article 2 de la Constitution; les partisans de l'aide de l'Etat 

キ Professeura Ia Faculte de Droit de I'UniversitるdeHokkaido 
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a l'ecole privee invoquent la notion de <<Iiberte concr色te>>，disant que 
l'aide de l'Etat est la garantie materielle de la liberte de l'enseigne-

ment. La loi concilie ces deux theses et elle adopte la solution de 

l'aide de l'Etat巴ncontrepartie d'un controle. 

2) Sur les activites des groupes de pression， du cote des 

defenseurs de I'ecole privee le <<Secretariat d'etudes pour la liberte 

de I'enseignement et la defense de la culture>> et les <<Associations 

de parents d'eleves de l'ecole libre>> (A.P.E.L.) reclament l'aide de 

l'Etat， et (<1' Association parlementaire pour la liberte de l'enseigne-

ment>> qui groupe plus d'une moitie des parlementaires a joue un 

role important pour l'adoption de la loi comme intermediaire entre 

le legislateur et les groupes de pression. Du cote des laiques， le 

<(Comitるnationald'action laique>> (C.N.A.L.) organise des manifes-

tations et des r品unionscontre l'aide de I'Etat. 

3) Le gouvernement a cree la commission d'etudes du probleme 

scolaire presid白 parP.-O. Lapie， socialiste et ancien ministre de 

l'毛ducationnationale. Les travaux de la commission sont tr白 im-

portants tant sur l'analyse de l'etat du probl加leque sur les pro-

positions co即時tespour resoudre le probl色me.

4) Les debats et votes au Parlement se deroulent 紅白 bri色ve-

ment. Le projet de loi， depose a l' Assembl毛enationale le 17 decem-

bre， a ete adopte d'abord par l' Assemblee nationale le 27 decembre， 
ensuite par le S長natle 29 decembr・e.Cette adoption de la loi a ete 

facilit的 parle vote bloque consacre par l'article 44 de la Constitu-

tion comme une des techniques du parlementarisme rationalise de 

la Constitution de 1958. 
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